
「
武
士
道
的
キ
リ
ス
ト
者
」
新
島
襄

―
高
平
小
五
郎
の
ア
マ
ー
ス
ト
演
説

―

西
　
田
　
　
　
毅

キ
ー
ワ
ー
ド

明
治
後
期
の
新
島
像
、
武
士
道
と
キ
リ
ス
ト
教
、「
洗
礼
を
受
け
た
吉
田
松
陰
」

は
じ
め
に

時
代
や
国
、
さ
ら
に
地
域
に
よ
っ
て
新
島
襄
の
評
価
や
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
に
少
な
か
ら
ぬ
関

心
を
抱
い
て
い
る
筆
者
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
三
年
の
秋
学
期
に
同
志
社
・
ア
マ
ー
ス
ト
交
換
教
授
と
し
て
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
に
在
外
研
究

の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
同
大
学
の
フ
ロ
ス
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
のA

rchives
&

Special
C

ollection

で
新
島
襄
史
料
集
（
全
二
十
八
ホ
ー

ル
ダ
ー
）
を
み
て
い
る
う
ち
に
、
駐
米
大
使
（
当
時
）
高
平
小
五
郎
の
講
演
記
録
が
み
つ
か
っ
た
。

そ
れ
は
、A

ddress
on

J.H
.N

eesim
a,A

.C
.1870

by
B

aron
T

akahira
Japanese

A
m

bassador
to

the
U

.S
delivered

in
C

ollege

H
allM

ay
7,1909

と
題
す
る
タ
イ
プ
版
の
約
五
十
頁
の
分
量
か
ら
な
る
演
説
記
録
で
あ
っ
た
。
ま
ず
簡
単
な
書
誌
的
考
察
か
ら
は
じ
め
た
い
。

ア
マ
ー
ス
ト
大
学
が
保
管
す
る
こ
の
原
稿
の
コ
ピ
ー
は
、
誰
が
何
時
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
作
成
し
た
の
か
、
そ
し
て
ま
た
、
一
九
〇

「武士道的キリスト者」新島襄
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九
年
（
明
治
四
十
二
）
五
月
七
日
に
高
平
が
新
島
の
肖
像
画
の
除
幕
式
に
招
待
さ
れ
て
ア
マ
ー
ス
ト
に
や
っ
て
き
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る

が
、
大
学
構
内
の
何
処
で
講
演
し
た
の
か
と
い
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
、
す
べ
て
確
証
が
と
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
財
団
法

人
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
に
蘇
峰
宛
高
平
小
五
郎
書
簡
が
四
通
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
明
治
四
十
二
年
二
月
十
七
日
付
の
書
簡
に
は
同
年

の
五
月
五
日
に
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
で
新
島
の
肖
像
画
の
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ
、
そ
の
機
会
に
新
島
の
功
業
に
つ
い
て
演
説
を
依
頼
さ
れ
た

と
い
う
趣
旨
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
新
島
研
究
で
は
、
上
記
日
時
は
、
現
在
、
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
チ
ャ
ペ
ル
に

掲
揚
さ
れ
て
い
る
新
島
襄
の
肖
像
画
の
除
幕
式
当
日
に
あ
た
る
と
す
る
見
方
が
有
力
で
あ
る
が
、
高
平
書
簡
は
ま
さ
に
そ
の
点
を
裏
書
す

る
証
拠
資
料
に
な
る
。
唯
、
実
際
に
行
わ
れ
た
演
説
日
は
「
五
月
七
日
」
な
の
で
、
書
簡
に
あ
る
「
五
月
五
日
」
と
い
う
の
は
、
高
平
の

思
い
違
い
か
、
あ
る
い
は
除
幕
式
当
日
と
は
別
の
五
月
七
日
に
演
説
日
が
設
定
さ
れ
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
見
方
の
根
拠

は
「
同
志
社
明
治
四
十
二
年
度
報
告
」
書
（
一
九
〇
九
年
）
と
高
平
が
名
誉
学
位
を
受
け
た
こ
と
を
報
道
す
る
現
地
の
新
聞T

h
e

Springfield
D

aily
R

epublican

（1909
・5
・8

）
の
記
事
、
そ
し
て
高
平
演
説
の
文
中
の
一
節
な
ど
か
ら
想
定
さ
れ
て
い
る
。
本
井
康
博

氏
は
「
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
新
島
襄
肖
像
画
」（『
同
志
社
談
叢
』
二
十
三
号
）
で
除
幕
式
が
図
書
館
（
読
書
室
）
に
掛
け
ら
れ
た
一
九
〇

三
年
六
月
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
チ
ャ
ペ
ル
に
移
設
さ
れ
た
一
九
〇
九
年
五
月
の
二
回
に
わ
た
っ
て
挙
行
さ
れ
た
と
い
う
見
方
を
発
表
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
高
平
の
ア
マ
ー
ス
ト
演
説
を
こ
の
二
度
目
の
除
幕
式
と
名
誉
学
位
授
与
の
記
念
講
演
と
解
釈
す
る
。
上
掲
の
高
平
書
簡
は

従
来
の
見
方
を
確
定
す
る
有
力
な
証
拠
史
料
に
な
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
、
六
年
の
間
隔
を
置
い
て
二
度
目
の
除
幕
式
を
行
う
の
か
、
そ
し

て
高
平
の
講
演
会
場
のC

ollege
H

all

を
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
チ
ャ
ペ
ル
大
講
堂
と
判
断
し
て
い
る
が
、
ア
マ
ー
ス
ト
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
現
存
す

るC
ollege

H
all

の
可
能
性
は
な
い
の
か
と
い
っ
た
場
所
の
特
定
に
つ
い
て
、
な
お
疑
問
が
残
る
が
、
今
は
こ
れ
以
上
事
実
問
題
の
詮
索
に

関
わ
ら
な
い
で
お
く
。
な
お
、
本
稿
は
小
冊
子
に
製
本
さ
れ
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
書
名
はA

ddress
ofB

aron

K
ogoro

T
akahira

O
n

the
Life

and
W

orks
ofthe

late
D

r.Joe
N

eesim
a

A
tthe

U
nveiling

ofhis
PortraitatA

m
herstC

ollege
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A
m

herstM
ass.

M
ay
7,1909

W
ashington,D

.C
.,G

lobe
Printing

C
o.1909.

全
十
七
頁
。
内
容
は
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
東
大
本

で
は
演
説
の
冒
頭
にM

r.President,
Ladies

and
G

entlem
en

の
呼
び
か
け
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
原
本
に
は
著
者
の
献
辞
と
菊
池
家
の

寄
贈
印
が
押
印
さ
れ
て
い
る
。
蔵
書
印
か
ら
推
測
す
る
に
高
平
か
ら
贈
ら
れ
た
菊
池
大
麓
が
、
の
ち
に
史
料
編
纂
所
に
寄
贈
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

高
平
小
五
郎
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

講
演
内
容
に
入
る
前
に
高
平
小
五
郎
（
一
八
五
四
―
一
九
二
六
）
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

高
平
は
明
治
大
正
期
の
外
交
官
、
政
治
家
で
、
一
八
五
四
年
（
安
政
一
）
陸
奥
（
岩
手
県
）
一
関
藩
士
・
医
学
校
学
頭
田
崎
三
徹
の
三

男
に
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
一
関
藩
士
で
祐
筆
の
高
平
真
藤
の
養
子
に
な
り
、
藩
校
教
成
館
に
学
び
、
戊
辰
戦
争
に
参
加
、
一
八
七
〇
年

（
明
治
三
）
貢
進
生
と
し
て
大
学
南
校
に
入
学
、
明
治
六
年
に
同
校
を
卒
業
し
た
。
開
成
学
校
卒
業
後
、
工
部
省
に
出
仕
、
の
ち
一
八
七
六

年
に
外
務
省
に
転
じ
、
二
十
二
歳
で
米
国
に
勤
務
、
続
い
て
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
に
駐
在
。
一
八
九
八
年
（
明

治
三
十
一
）、
外
務
次
官
に
就
任
、
義
和
団
事
件
の
収
拾
に
当
た
る
。
一
九
〇
〇
年
五
月
、
駐
米
公
使
に
な
り
、
在
任
中
に
小
村
寿
太
郎
外

相
と
と
も
に
日
露
講
和
会
議
の
全
権
委
員
に
任
命
さ
れ
、
首
席
全
権
の
小
村
を
助
け
て
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
の
早
期
妥
結
に
尽
力
し
た
。

帰
国
後
、
貴
族
院
議
員
に
勅
選
、
一
九
〇
七
年
特
命
全
権
公
使
と
し
て
再
度
イ
タ
リ
ア
に
赴
任
、
一
九
〇
八
年
一
月
ア
メ
リ
カ
大
使
に
な

る
。
大
使
在
任
中
、
国
務
長
官
ル
ー
ト
（R

oot,E
.

）
と
の
あ
い
だ
に
い
わ
ゆ
る
「
高
平
・
ル
ー
ト
協
定
」
を
結
ん
だ
。
退
官
後
は
一
九
一

七
年
よ
り
二
十
六
年
ま
で
、
再
度
貴
族
院
議
員
に
選
ば
れ
た
。
一
九
二
六
年
十
一
月
二
十
八
日
に
死
去
。
以
上
が
簡
単
な
経
歴
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
日
、
高
平
の
功
績
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
）
十
一
月
三
十
日
ワ
シ
ン
ト
ン
で
結
ば

「武士道的キリスト者」新島襄
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れ
た
「
高
平
・
ル
ー
ト
協
定
」R

oot-T
akahira

A
greem

ent

で
あ
る
。
内
容
は
以
下
の
五
項
目
か
ら
成
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

太
平

洋
に
お
け
る
「
両
国
商
業
の
自
由
平
穏
な
る
発
達
」

太
平
洋
に
お
け
る
現
状
維
持
お
よ
び
「
清
国
に
お
け
る
商
工
業
の
機
会
均
等
主

義
」

上
記
地
域
に
お
け
る
両
国
領
土
の
「
尊
重
」

清
国
に
お
け
る
「
列
国
の
共
通
利
益
の
保
存
」

前
述
の
現
状
維
持
ま
た
は
機

会
均
等
主
義
を
「
侵
迫
」
す
る
事
件
が
発
生
し
た
場
合
、
両
国
は
対
応
措
置
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
。
こ
の
協
定
は
太
平
洋
及

び
中
国
の
現
状
維
持
を
め
ざ
し
、
日
米
間
に
誤
解
の
生
じ
な
い
こ
と
を
期
し
た
交
換
公
文
で
あ
る
が
、
以
前
に
桂
・
タ
フ
ト
覚
書
（
一
九

〇
五
）
や
ヘ
イ
（H

ay,
John

）
国
務
長
官
に
よ
る
「
門
戸
開
放
」
原
則
の
表
明
（
一
八
九
九
）
な
ど
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
め
て

日
米
両
国
の
現
状
維
持
と
米
国
の
利
益
保
護
が
表
明
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
、
日
露
戦
争
後
の
日
米
両
国
の
関
係
が
悪
化
し
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
当
時
の
日
米
対
立
の
構
図
は
、
先
進
工
業
国
家
ア
メ
リ
カ
と
産
業
革
命
が
緒
に
就
い
た
ば
か
り
の
日
本
の
国
益
の
対
立
で
あ

る
が
、
日
本
は
「
戦
後
経
営
」
に
あ
た
っ
て
、
国
内
経
済
の
成
長
と
軍
備
強
化
、
対
外
経
済
発
展
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
満
州

の
鉄
道
経
営
や
貿
易
の
増
大
に
よ
る
利
益
の
追
求
が
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
国
内
の
余
剰
労
働
力
を
海
外
に
移
植
民
す
る
こ
と
も
重
要
な

国
策
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
た
。
満
州
に
お
け
る
日
米
産
品
、
と
く
に
綿
製
品
の
競
争
の
激
化
に
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
移

民
の
排
斥
問
題
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
日
本
側
の
海
外
移
民
奨
励
策
の
挫
折
と
い
っ
た
事
態
の
深
刻
化
を
迎
え
て
、
両
国
間
の
友
好
維

持
の
た
め
の
施
策
と
し
て
こ
の
「
高
平
・
ル
ー
ト
協
定
」
が
結
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
協
定
の
ね
ら
い
は
、
米
国
が
満
州
に
お
け
る
日

本
の
特
殊
権
益
を
暗
黙
に
了
解
す
る
代
わ
り
に
、
日
本
は
米
国
の
「
機
会
均
等
」
主
義
表
明
を
支
持
、
そ
し
て
移
民
問
題
で
は
米
国
の
方

針
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
妥
協
の
上
に
両
国
の
経
済
利
益
の
調
和
を
図
る
試
み
で
あ
っ
た
。
日
露
戦
争
後
の
日
米
両
国
の
こ
の
よ
う
な
重

大
な
争
点
の
解
決
に
一
役
買
っ
た
の
が
、
時
の
駐
米
大
使
高
平
小
五
郎
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
多
忙
な
公
務
を
割
い
て
わ
ざ
わ
ざ
ア
マ
ー
ス
ト
に
向
っ
た
高
平
は
、
名
誉
学
位
の
答
礼
挨
拶
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
が
、
一
体
ど
の
よ
う
な
内
容
の
講
演
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

五�

四�
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武
士
道
的
キ
リ
ス
ト
者
―
新
島
襄

高
平
の
講
演
は
彼
自
身
の
青
年
期
の
あ
る
回
想
談
か
ら
始
ま
る
。

高
平
が
開
成
学
校
（
東
京
大
学
の
前
身
）
に
入
学
し
た
の
は
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
（
１
））

で
あ
る
が
、
笈
を
お
う
て
上
京
し
て
き
た
彼
は
旧

安
中
藩
出
身
の
級
友
か
ら
新
島
襄
の
実
弟
の
存
在
を
知
ら
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
新
島
の
弟
は
そ
の
級
友
の
友
人
に
あ
た
る
人
物
で
、
実
兄

が
現
在
、
ア
メ
リ
カ
で
西
洋
の
学
問
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
噂
を
聞
く
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
あ
る
日
、
高
平
は
級
友
と
連
れ
立
っ
て
そ

の
青
年
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
高
平
は
そ
の
青
年
が
二
十
三
、
四
歳
位
の
年
恰
好
の
物
静
か
で
知
的
な
人
物gentle

and

intelligent
youth

と
い
う
印
象
を
も
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
若
者
は
そ
の
後
ま
も
な
く
し
て
死
亡
し
た
と
い
う
情
報
を
得
た
（
２
）。

高
平
の
新

島
に
対
す
る
関
心
の
起
点
は
こ
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
始
ま
り
、
そ
れ
以
来
四
十
年
を
経
て
、
今
こ
こ
に
、
新
島
の
精
神
的
原
点
と
も

い
う
べ
き
ア
マ
ー
ス
ト
カ
レ
ッ
ジ
で
、
新
島
の
功
業
に
つ
い
て
語
る
機
会
を
得
た
の
は
ま
こ
と
に
不
思
議
な
因
縁
で
あ
る
と
感
慨
を
述
べ

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
高
平
の
新
島
論
を
一
読
し
て
最
初
に
感
ず
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
、
高
平
自
ら
調
査
研
究
し
て
形
成
さ
れ
た
新
島
像
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
彼
自
身
が
明
言
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
外
交
官
と
し
て
の
職
務
上
、
海
外
生
活
が
長
く
、
新

島
の
興
味
深
い
生
涯
に
つ
い
て
個
人
的
な
知
見
を
深
め
る
時
間
的
余
裕
に
か
け
、
彼
独
自
の
独
創
的
な
見
解
を
生
み
出
せ
な
い
こ
と
、
し

た
が
っ
て
、
新
島
の
弟
子
、
知
人
た
ち
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
数
々
の
伝
記
や
逸
話
に
基
づ
い
て
、
生
涯
と
経
歴
を
語
っ
た
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。
と
く
に
、
高
平
が
用
い
た
伝
記
と
し
て
、A

rthur
Sherburne

H
ardy,Life

and
Letters

of
Joseph

H
ardy

N
eesim

a.
1891

に

依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
当
時
、A

.S.H
ardy

の
本
は
信
頼
で
き
る
唯
一
の
新
島
伝
と
い
っ
て
よ
く
、
種
本
と
し
て
よ
く
用

い
ら
れ
た
。
種
本
と
い
え
ば
、J.D

.D
avis

のA
Sketch

ofthe
Life

ofR
ev.Joseph

H
ardy

N
eesim

a.
1890

も
あ
っ
た
が
、
高
平
は
こ
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33



の
本
に
つ
い
て
は
と
く
に
言
及
し
て
い
な
い
。

ア
マ
ー
ス
ト
は
新
島
の
大
学
生
活
の
場
で
あ
り
、
会
場
に
は
新
島
を
よ
く
知
り
、
彼
に
対
し
て
同
情
的
な
人
も
多
い
と
思
わ
れ
る
聴
衆

に
対
し
て
上
記
の
伝
記
に
新
た
な
情
報
を
付
け
加
え
る
こ
と
な
ど
可
能
な
は
ず
が
な
い
こ
と
、
そ
こ
で
、
あ
え
て
日
本
人
か
ら
見
た
新
島

の
生
涯
に
つ
い
て
、
一
つ
の
意
見
を
申
し
述
べ
る
こ
と
で
責
め
を
塞
ぎ
た
い
と
断
っ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
こ
か
ら
、
論
者
は
一
気
に
こ
の
演
説
の
核
心
を
衝
く
命
題
の
「
武
士
道
的
キ
リ
ス
ト
者
」
新
島
論
が
展
開
さ
れ
る
。
新
島
が

典
型
的
な
日
本
人typically

Japanese

で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、「
彼
は
何
よ
り
も
、
サ
ム
ラ
イ
と
呼
ば
れ
る
階
級
の
出
身
で
、
か
つ
て

の
日
本
人
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
武
士
の
生
活
と
精
神
的
環
境
の
な
か
で
育
て
ら
れ
た
」
こ
と
を
強
調
し
、

「
日
本
以
外
の
い
か
な
る
場
所
も
彼
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
物
を
生
み
出
す
環
境
は
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
、

新
島
の
米
国
に
お
け
る
就
学
の
意
味
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
ア
メ
リ
カ
は
、
新
島
が
出
国
以
前
に
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
、
そ
の
よ
う

な
性
格
を
成
育
さ
せ
る
上
で
格
好
の
場
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
以
外
の
い
か
な
る
国
も
そ
の
よ
う
な
精
神
的
役
割
を
は
た
し
得
な
か
っ
た
と

い
う
確
信
を
披
瀝
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
新
島
が
武
士
階
級
に
属
し
、
武
士
道B

ushido

の
厳
し
い
規
律
の
影
響
を
受
け
て
人
間
形
成

を
行
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
高
平
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
彼
は
、
新
島
家
が
中
級
武
士
と
し
て
の
家
格
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、「
徳
川
時
代
の
日
本
人
の
生
活
水
準
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
ほ
ど
豊
か
で
も
な
く
貧
乏
で
も
な
い
生
活
環
境
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
家

格
が
高
く
て
驕
慢
な
気
風
を
も
っ
た
り
、
逆
に
、
よ
り
下
層
の
貧
困
で
卑
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
生
活
水
準
と
は
ち
が
う
家

柄
に
生
ま
れ
た
」
た
め
に
、「
貧
困
に
よ
っ
て
そ
の
自
尊
心
が
奪
い
取
ら
れ
た
り
、
ま
た
贅
沢
な
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
気
力
や
体
力
が
弱
め

ら
れ
る
様
な
境
遇
を
体
験
し
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
新
島
は
通
常
の
武
士
階
級
の
子
弟
が
受
け
る
よ
う
な
教
養
の
習
得
、

日
本
の
古
典
や
漢
籍
の
学
習
に
加
え
て
、
剣
術
や
馬
術
と
い
っ
た
武
道
に
励
む
が
、
そ
の
才
能
が
認
め
ら
れ
て
、
十
四
歳
の
と
き
に
蘭
学

修
業
が
許
さ
れ
る
安
中
藩
士
の
三
人
の
一
人
に
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
十
六
歳
で
藩
主
の
書
記
（
祐
筆
）
待
遇
に
取
り
立
て
ら
れ
る
。
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高
平
は
青
少
年
時
代
の
修
学
と
と
も
に
家
庭
に
お
け
る
祖
父
の
厳
し
い
し
つ
け
に
も
ふ
れ
て
い
る
。
両
親
で
は
な
く
、
祖
父
か
ら
受
け

た
し
つ
け
を
通
し
て
、
由
緒
あ
る
新
島
家
先
祖
代
々
の
血
脈
を
自
覚
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
毎
晩
の
よ
う
に
祖
父
の
ひ
ざ
に
抱
か
れ
て
聴

い
た
偉
人
英
雄
伝
の
話
か
ら
、
儒
教
的
な
「
修
身
斉
家
治
国
平
天
下
」
の
信
念
が
涵
養
さ
れ
て
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。

た
だ
、
祖
父
が
強
調
し
た
の
は
、
と
り
わ
け
両
親
の
言
い
つ
け
に
従
順
で
あ
る
こ
と
、
友
人
に
対
す
る
信
義
・
忠
信
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
に
言
動
に
慎
重
を
期
す
こ
と
、
決
し
て
他
人
を
欺
い
た
り
、
媚
び
へ
つ
ら
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え
た
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し

た
徳
目
の
強
調
は
、
通
常
、
主
君
へ
の
忠
誠
を
第
一
義
と
す
る
封
建
時
代
の
モ
ラ
ル
と
は
や
や
異
質
な
新
島
家
の
雰
囲
気
を
わ
れ
わ
れ
に

感
じ
さ
せ
る
。
と
く
に
、
あ
る
日
、
母
の
言
い
つ
け
を
守
ら
な
か
っ
た
幼
い
新
島
を
祖
父
が
捕
ま
え
て
布
団
に
く
る
ん
で
押
入
れ
に
閉
じ

こ
め
た
事
例
を
引
き
、「
憎
ん
で
は
打
た
ぬ
も
の
な
り
笹
の
雪
」
と
詠
ん
だ
句
に
し
つ
け
の
中
身
が
表
わ
れ
て
い
る
と
解
説
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
誇
り
高
い
武
士
の
出
自
に
加
え
て
、
新
島
家
の
し
つ
け
を
重
視
し
た
高
平
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
幼
少
の
こ
ろ
、

新
島
は
よ
く
お
寺
に
お
参
り
し
て
将
来
、
立
派
な
サ
ム
ラ
イ
に
な
れ
る
よ
う
に
祈
祷
し
た
。
そ
こ
に
は
、
神
仏
の
加
護
を
あ
え
て
疑
わ
ず
、

素
直
に
霊
力
に
帰
依
す
る
姿
勢
が
日
常
生
活
の
習
慣
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
高
平
が
新
島
の
性
格
の
顕
著
な
特
徴
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
が
、
自
尊
心
と
自
己
抑
制
の
精
神
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
精
神

傾
向
は
武
士
道
に
由
来
す
る
と
い
う
の
が
高
平
の
考
え
で
あ
る
が
、
青
年
期
の
行
動
を
具
体
的
に
指
摘
す
る
こ
と
で
証
明
を
試
み
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
脱
国
し
て
、
乗
船
し
た
ベ
ル
リ
ン
号
の
乗
組
員
の
些
細
な
言
動
で
、
自
尊
心
が
傷
つ
け
ら
れ
、
思
わ
ず
持
っ
て
い
た
刀
の
柄

に
手
を
掛
け
た
が
、
自
ら
の
志
の
大
き
さ
に
く
ら
べ
て
傷
つ
け
ら
れ
た
自
尊
心
の
小
さ
さ
に
気
付
い
て
無
鉄
砲
な
行
動
を
思
い
と
ど
ま
っ

た
の
は
、
ま
さ
に
自
己
抑
制
の
な
せ
る
技
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
誤
っ
て
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
の
船
長
の
キ
ッ
チ
ン
用
具
を

海
中
に
落
と
し
て
し
ま
っ
た
と
き
、
持
ち
金
を
全
部
は
た
い
て
弁
償
し
よ
う
と
し
た
こ
と
、
漢
訳
聖
書
を
購
入
す
る
た
め
武
士
の
守
り
で

名
誉
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
刀
を
売
却
し
た
こ
と
、
パ
ト
ロ
ン
の
ハ
ー
デ
ィ
ー
が
新
島
の
所
期
の
目
標
の
達
成
の
た
め
、
物
心
両
面
の
援
助
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を
惜
し
み
な
く
提
供
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
新
島
は
唯
、
自
ら
の
教
育
費
用
に
必
要
な
だ
け
の
資
金
を
受
け
取
っ
た
こ
と
な
ど
、
こ
の
よ

う
な
態
度
は
、
新
島
が
日
本
に
帰
っ
て
、
独
り
立
ち
し
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
表
明
さ
れ
た
数
々
の
言
動
に
よ
く
見
ら
れ
る
特

徴
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
新
島
の
自
己
抑
制
と
い
う
性
向
に
つ
い
て
は
、
帰
国
後
の
同
志
社
設
立
に
見

せ
た
粘
り
強
い
努
力
、
仏
教
の
メ
ッ
カ
京
都
に
お
け
る
仏
教
徒
の
反
対
や
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
偏
見
、
政
府
の
無
理
解
、

ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
と
の
間
の
不
協
和
音
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
、
同
志
社
の
経
営
と
伝
道
に
忍
耐
強
く
奮
闘
し
た
こ
と
か
ら
も

わ
れ
わ
れ
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。

高
平
が
揚
言
す
る
サ
ム
ラ
イ
精
神
と
は
、
自
尊
心
や
自
己
抑
制
に
加
え
て
、
正
義
感
、
騎
士
道
精
神
（
勇
敢
さ
）chivalrousness

、
廉

潔
、
忍
耐
心
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
武
士
道
的
道
徳
観
念
が
明
治
維
新
当
時
の
日
本
の
武
士
階
級
に
み
ら
れ
る
共
通
の
道
徳
的
特
質
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
新
島
は
渡
米
す
る
前
に
、
す
で
に
、
こ
の
よ
う
な
サ
ム
ラ
イ
階
級
の
精
神
的
環
境
の
な
か
で
そ
の
性
格
が
形
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
れ
で
は
、
サ
ム
ラ
イ
新
島
は
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
異
な
る
文
化
圏
に
接
触
し
て
そ
の
価
値
観
が
ど
の
よ
う
に
変

容
し
た
の
か
。
こ
れ
は
武
士
道
と
キ
リ
ス
ト
教
の
内
的
関
連
と
い
う
興
味
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
高
平
は
、「
自
由
な
信
仰
と
自
治
、
克

己
の
原
則
に
基
づ
く
ア
メ
リ
カ
精
神
の
影
響
を
受
け
て
、
本
来
の
性
格
が
修
正
さ
れ
た
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
、「
彼
の
武
士
道
（
武
士
道
そ

れ
自
体
は
日
本
固
有
の
も
の
で
あ
り
ま
す
）
が
、
世
界
的
な
普
遍
性
を
も
っ
た
も
の
に
成
長
し
て
い
っ
た
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ

し
て
「
彼
が
元
来
、
正
し
い
と
信
じ
て
い
た
道
徳
的
な
性
質
を
も
っ
た
教
訓
が
宗
教
的
な
教
義
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
」
と
い
う
。
こ
こ

で
、
高
平
は
「
教
訓
」
と
「
教
義
」
を
同
じ
英
語
のdoctrine

と
い
う
単
語
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。
敷
衍
し
て
い
え
ば
、the

doc-

trine
ofthe

m
oralnature

か
らthe

doctrine
ofw

orldly
character,thatofa

religious
quality

へ
の
変
化
と
い
う
表
現
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
岩
倉
遣
欧
米
使
節
団
に
謁
見
し
た
と
き
、
使
節
団
一
行
の
前
に
進
み
出
て
、
深
々
と
お
辞
儀
を
す
る
伝
統
的
な
日
本
式
拝
謁
の

ス
タ
イ
ル
を
き
っ
ぱ
り
と
断
り
、「
自
由
な
国
の
独
立
し
た
紳
士
と
し
て
民
主
主
義
的
に
扱
わ
れ
る
よ
う
求
め
た
」
り
、
日
本
公
使
館
が
ハ
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ー
デ
ィ
ー
に
対
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
新
島
の
た
め
に
支
出
し
て
く
れ
た
す
べ
て
の
経
費
を
弁
済
す
る
意
向
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
ハ
ー

デ
ィ
ー
が
受
け
取
る
こ
と
を
拒
否
し
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
を
友
人
（
３
）に

書
き
送
っ
た
例
を
あ
げ
て
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
行
為
は
、
そ
の
後

生
涯
を
通
じ
て
新
島
が
実
践
道
徳
と
し
て
守
り
続
け
た
、「
自
由
な
信
仰
と
自
治
・
自
立
」
の
人
を
証
明
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
国
禁
を

犯
し
て
脱
国
し
た
新
島
が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
出
会
っ
た
日
本
政
府
の
高
官
に
対
し
て
採
っ
た
こ
の
よ
う
な
態
度
は
何
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、

高
平
は
新
島
に
お
け
るH

igher
Pow

er

へ
の
奉
仕
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
新
島
の
モ
チ
ー
フ
は
、
今
や
、
君
主
に
仕
え
る
「
臣
民
」

subject

で
は
な
く
、
一
個
の
「
日
本
公
民
」Japanese

citizen

と
し
て
、
国
家
（
政
府
）
を
超
え
た
よ
り
高
い
次
元
の
存
在
（
神
、

H
igher

Pow
er

）
に
対
す
る
奉
仕
へ
と
そ
の
忠
誠
心
が
シ
フ
ト
し
て
い
る
点
を
重
視
し
て
い
る
。

恩
人
ハ
ー
デ
ィ
ー
に
対
す
る
日
本
政
府
の
弁
済
に
対
し
て
示
さ
れ
た
新
島
の
態
度
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
脱
国
、
ア
メ
リ
カ
修
学
、

キ
リ
ス
ト
教
主
義
思
想
に
よ
る
日
本
の
国
民
精
神
の
向
上
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
自
主
的
な
選
択
肢
が
、
政
府
に
対
す
る
義
務
や
拘
束
に

よ
っ
て
、
大
き
く
影
響
を
受
け
る
こ
と
へ
の
怖
れ
や
抵
抗
感
が
働
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

高
平
が
武
士
道
と
い
う
日
本
固
有
の
道
徳
的
な
ド
ク
ト
リ
ン
が
世
界
的
な
普
遍
性
を
も
っ
た
宗
教
的
な
教
義
へ
と
変
貌
し
た
と
い
う
場

合
、
彼
が
道
徳
と
宗
教
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
、
さ
ら
に
ま
た
、
武
士
道
に
代
表
さ
れ
る
日
本
・
東
洋

道
徳
と
西
洋
の
宗
教
、
と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
モ
ラ
ル
の
共
通
的
側
面
を
強
調
し
た
い
の
か
否
か
と
い
っ
た
問

題
は
、
こ
の
講
演
か
ら
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
日
露
戦
争
前
後
、
日
本
の
好
戦
熱
を
警
戒
す
る
欧
米
に
あ
っ
て
、
武
士
道

の
普
遍
的
性
格
を
説
き
、
西
洋
の
騎
士
道
と
共
通
す
る
観
点
を
強
調
し
た
新
渡
戸
稲
造
の
英
文
『
武
士
道
』（B

ushido,
T

he
Soul

of

Japan,
1899

）
が
当
時
、
ア
メ
リ
カ
で
広
く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
思
う
に
つ
け
、
こ
の
点
に
関
す
る
高
平
の
問
題
意
識
が
気
掛
か
り
で

あ
る
。

「武士道的キリスト者」新島襄
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愛
国
者
・
「
洗
礼
を
受
け
た
吉
田
松
陰
」
新
島

「
熱
烈
な
愛
国
者
で
あ
っ
た
新
島
は
、
情
熱
的
な
キ
リ
ス
ト
者
に
な
り
、
代
表
的
な
武
士
道
的
キ
リ
ス
ト
者
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
」
と
捉

え
る
高
平
は
、「
愛
国
心
を
縦
糸
に
、
キ
リ
ス
ト
教
を
横
糸
に
し
て
織
ら
れ
て
出
来
上
が
っ
た
教
義
」
が
そ
の
信
念
の
中
核
に
あ
る
と
み
た
。

そ
の
一
例
を
新
島
の
「
覚
え
書
」
の
英
雄
観
に
求
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
本
人
の
英
雄
崇
拝
に
触
れ
た
一
節
で
あ
る
が
、
独
立
の
観
念

に
欠
け
る
日
本
人
の
英
雄
観
は
利
己
的
な
動
機
に
基
づ
く
個
別
の
英
雄
崇
拝
を
超
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
利
己
的
な
目
的
を
超
越

し
た
よ
り
高
次
の
英
雄
（H

ero
of

H
eroes

）
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
新
島
が
い
う

英
雄
と
は
「
キ
リ
ス
ト
の
生
命
に
表
出
さ
れ
る
神
の
力
」
で
あ
り
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
孔
子
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
類
で
は

な
い
。
こ
の
よ
う
な
無
私
の
精
神
と
結
び
つ
い
た
国
家
愛
こ
そ
新
島
の
も
っ
と
も
強
調
し
た
い
信
念
で
あ
っ
た
と
い
う
捉
え
方
を
示
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
愛
国
心
は
、
元
治
元
年
の
函
館
出
国
の
意
図
と
も
絡
め
て
理
解
さ
れ
た
。
江
戸
湾
に
停
泊
す
る
一
艘
の
黒
船
を
見
た
こ

と
が
機
縁
と
な
っ
て
、
西
洋
諸
国
が
到
達
し
た
近
代
文
明
に
日
本
が
到
底
太
刀
打
ち
で
き
な
い
と
い
う
想
い
が
、
祖
国
日
本
の
改
革
熱
に

つ
な
が
り
、
近
代
科
学
の
習
得
や
制
度
文
物
の
移
入
の
み
な
ら
ず
、
物
質
文
明
の
根
底
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
教
義
の
解
明
に
ま
で
向
っ
た

と
い
う
脱
国
動
機
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
新
島
よ
り
十
年
早
い
一
八
五
四
年
（
安
政
一
）
下
田
か
ら
米
艦
に
乗
船
を
試
み
て
失
敗

し
た
吉
田
松
陰
と
の
比
較
論
が
展
開
さ
れ
る
。
新
島
の
こ
と
を
「
洗
礼
を
受
け
た
吉
田
松
陰
」
と
評
し
た
の
は
、
徳
富
蘇
峰
で
あ
る
が
、

高
平
は
わ
ざ
わ
ざ
蘇
峰
の
考
え
方
を
援
用
し
な
が
ら
松
陰
と
新
島
の
二
人
に
共
通
す
る
側
面
を
語
っ
て
い
る
。
ア
マ
ー
ス
ト
講
演
に
際
し

て
、
蘇
峰
か
ら
新
島
に
関
す
る
多
数
の
文
献
資
料
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
新
島
の
教
育
目
標
が
「
武
士
道
の
精
神
的
鍛
錬

に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
」
を
適
応
す
る
こ
と
に
あ
り
、
新
島
は
「
洗
礼
を
受
け
た
吉
田
松
陰
」
で
あ
る
こ
と
を
今
な
お

信
じ
て
い
る
と
い
う
蘇
峰
の
来
簡
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
高
平
は
吉
田
松
陰
に
馴
染
み
の
な
い
ア
マ
ー
ス
ト
の
聴
衆
に
向
っ
て
、
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吉
田
松
陰
が
何
者
で
あ
る
か
、
ペ
リ
ー
の
『
日
本
遠
征
記
』
の
一
節
を
引
き
な
が
ら
語
っ
て
い
る
。
松
陰
は
近
世
の
日
本
史
上
特
筆
に
価

す
る
幕
末
の
志
士
で
あ
り
、
天
皇
の
政
権
回
復
を
目
指
し
て
幕
政
改
革
や
反
幕
的
実
践
活
動
を
果
敢
に
お
こ
な
っ
た
こ
と
、
そ
の
一
方
で

彼
は
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
密
航
し
て
直
に
西
洋
文
物
や
社
会
秩
序
を
学
ぼ
う
と
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
出
国
に
失
敗
し
た
彼
は
捕

ら
え
ら
れ
て
主
君
の
長
州
藩
主
に
監
禁
さ
れ
た
。
松
陰
が
学
校
（
松
下
村
塾
）
を
作
り
、
子
弟
を
薫
陶
し
、
そ
の
愛
国
的
思
想
に
対
す
る

多
く
の
信
奉
者
を
養
成
し
た
の
は
、
ま
さ
に
藩
主
の
監
視
下
に
置
か
れ
て
い
た
と
き
で
あ
る
。
三
十
歳
の
若
さ
で
安
政
の
大
獄
に
座
し
、

江
戸
で
刑
死
し
た
松
陰
は
、
彼
自
ら
「
愛
国
的
目
標
」（
幕
政
改
革
）
の
達
成
に
コ
ミ
ッ
ト
で
き
な
か
っ
た
が
、
幽
閉
さ
れ
て
い
る
二
ヶ
年

の
短
い
間
に
多
く
の
「
愛
国
的
改
宗
者
」
を
生
み
出
し
、
そ
の
弟
子
た
ち
が
松
陰
の
遺
志
を
ひ
き
つ
い
で
立
派
に
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。

伊
藤
博
文
を
は
じ
め
、
明
治
新
政
府
の
官
界
や
軍
部
で
活
躍
す
る
人
材
の
多
く
は
、
こ
の
松
陰
門
下
か
ら
輩
出
さ
れ
た
こ
と
を
力
説
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
憂
国
の
志
士
」、「
強
力
な
意
志
と
個
性
」
の
人
松
陰
と
比
肩
し
て
恩
師
の
新
島
を
論
ず
る
の
が
蘇
峰
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
門
下
生
た
ち
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
高
平
か
ら
す
れ
ば
、
新
島
を
松
陰
と
並
べ
て
論
ず
る
と
い
う
の
は
、
日
本
人
の
考
え
方
か
ら
い
っ
て
、
決
し
て
さ
さ
や
か

な
賛
辞
で
は
な
い
こ
と
を
、
ア
メ
リ
カ
人
の
聴
衆
に
向
っ
て
力
説
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
新
島
の
人
と
生
涯
を
回
顧
し
て
、「
信
条
に
お
い

て
は
キ
リ
ス
ト
者
」、
そ
の
「
理
想
と
し
て
抱
く
の
は
愛
国
心
」
と
い
う
「
武
士
道
的
キ
リ
ス
ト
者
」
新
島
像
を
、
高
平
は
断
言
し
て
は
ば

か
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
新
島
が
志
半
ば
に
し
て
倒
れ
た
と
き
、
あ
れ
ほ
ど
彼
の
事
業
（
伝
道
と
同
志
社
創
設
）
に
激
し
く
反
対
し
た
仏

教
界
の
僧
侶
た
ち
が
、
心
か
ら
敬
意
と
哀
悼
の
意
を
表
明
し
た
の
も
不
思
議
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

高
平
は
ま
た
、
新
島
の
生
涯
を
悲
劇
的
な
観
点
か
ら
だ
け
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
大
学
設
立
運
動
を
推
進
す
る
上
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
妨
害
や
反
対
に
遭
遇
し
た
が
、
同
志
社
を
大
学
と
し
て
か
な
り
の
水
準
に
ま
で
向
上
さ
せ
得
た
だ
け
で
な
く
、
彼
が
亡
く
な
る
前
年
の

一
八
八
九
年
に
、
信
教
の
自
由
を
保
障
す
る
帝
国
憲
法
（
第
二
十
八
条
　
日
本
臣
民
は
安
寧
秩
序
を
妨
げ
ず
及
び
臣
民
た
る
の
義
務
に
背

「武士道的キリスト者」新島襄
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か
ざ
る
限
り
に
於
い
て
信
教
の
自
由
を
有
す
）
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
注
目
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
十
八
条
の
「
信
教
の
自
由
」
の

規
定
は
、
長
い
間
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令
に
悩
ま
せ
ら
れ
て
き
た
明
治
期
の
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
、
画
期
的
な
権
利
宣
言
と
目
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
公
共
の
秩
序
と
安
全
、
臣
民
と
し
て
の
義
務
に
反
し
な
い
か
ぎ
り
、
国
家
が
人
々
の
信
教
の
自
由
を
侵
し
て
は
な
ら
ず
、
信
教

告
白
の
自
由
、
宗
教
宣
伝
や
宗
教
教
育
の
自
由
に
干
渉
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
憲
法
規
範
は
、
日
本
国
民
が
そ
れ
ま
で
歴
史
上
経
験
し

な
い
権
利
規
定
で
あ
っ
た
。
新
島
自
身
は
生
き
て
十
分
に
「
信
教
の
自
由
」
を
享
受
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
権
利
の
実
現
が
、

新
島
に
と
っ
て
祝
福
す
べ
き
現
象
で
あ
り
、
う
ま
く
「
明
治
天
皇
の
叡
智
」
が
こ
の
権
利
の
実
現
に
作
用
し
た
と
い
う
認
識
を
高
平
は
示

し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
公
認
の
背
後
に
隠
さ
れ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
排
撃
の
側
面
、
つ
ま
り
、
帝
国
憲
法
や
教

育
勅
語
に
示
さ
れ
る
天
皇
の
神
聖
化
に
反
す
る
天
賦
人
権
論
や
キ
リ
ス
ト
教
の
人
間
観
が
、
支
配
層
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
排
除
さ
れ
、

克
服
さ
れ
て
い
っ
た
か
、
具
体
的
に
は
、
明
治
二
十
年
代
の
不
敬
事
件
や
「
教
育
と
宗
教
と
の
衝
突
」
論
争
な
ど
一
切
論
評
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
、
紹
介
し
た
高
平
の
新
島
観
は
、
彼
自
ら
認
め
る
よ
う
に
、
当
時
の
有
力
な
新
島
イ
メ
ー
ジ
、
特
に
蘇
峰
徳
富
猪
一
郎
の
所
説
に

拠
り
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
か
く
し
て
、
我
々
は
「
武
士
道
的
キ
リ
ス
ト
者
」、「
洗
礼
を
受
け
た
吉
田
松
陰
」、

強
烈
な
愛
国
心
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
「
偉
人
英
雄
」
像
が
明
治
末
期
に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、

蘇
峰
の
吉
田
松
陰
論
の
変
遷
と
も
符
合
す
る
一
面
が
感
じ
ら
れ
て
興
味
深
い
。

蘇
峰
の
代
表
作
『
吉
田
松
陰
』
の
初
版
は
一
八
九
二
年
（
明
治
二
十
五
）
三
月
の
本
郷
会
堂
の
講
演
に
基
づ
き
、
同
年
十
二
月
に
刊
行

さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、「
新
島
先
生
の
紀
念
と
し
て
、
斯
の
冊
子
を
献
く
」
の
献
題
が
あ
る
。
本
書
は
吉
田
松
陰
を
中
心
に
明
治
維
新
「
前

後
の
大
勢
、
暗
潜
黙
移
の
現
象
」
を
観
察
し
、
維
新
「
革
命
家
と
し
て
の
松
陰
」
像
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
後
に
乃
木
将
軍
の
強
い

要
請
が
あ
っ
て
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
）
十
月
に
改
定
増
補
版
を
出
す
。
す
で
に
初
版
と
改
定
版
の
異
同
に
関
す
る
研
究
が
あ
り
、

両
版
の
思
想
的
内
容
の
検
討
を
通
し
て
、
蘇
峰
の
思
想
的
変
遷
を
考
察
す
る
こ
と
は
優
に
独
立
の
テ
ー
マ
た
り
う
る
。
改
定
版
に
は
初
版
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に
あ
っ
た
「
革
命
」
の
文
字
が
す
べ
て
、「
改
革
」、「
革
新
」、「
変
革
」
等
に
改
め
ら
れ
、「
侵
略
」
は
「
膨
張
」
に
変
え
ら
れ
る
な
ど
、

全
体
に
過
激
な
言
辞
が
穏
健
な
表
現
に
修
正
さ
れ
、「
皇
室
中
心
主
義
」
思
想
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
先
学
の
指
摘
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
４
）。

も
ち
ろ
ん
、
高
平
は
ア
マ
ー
ス
ト
講
演
で
、
蘇
峰
と
同
じ
「
皇
室
中
心
主
義
」
思
想
の
文
脈
で
松
陰
と
新
島
を
一
線

に
結
び
つ
け
て
論
ず
る
と
い
う
手
法
は
と
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
維
新
の
革
命
家
と
い
う
観
点
か
ら
の
松
陰
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
。『
吉
田
松
陰
』
初
版
本
の
成
立
過
程
を
研
究
し
た
杉
井
六
郎
は
、
本
郷
会
堂
の
講
演
が
『
国
民
之
友
』
に
連
載
さ
れ
た
と
き
に

あ
っ
た
、
維
新
史
に
お
け
る
松
陰
と
新
島
の
下
田
踏
海
と
函
館
出
奔
の
成
否
の
比
較
が
削
除
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
、「
こ
れ
は
明
治
維

新
、
第
一
革
命
の
主
導
を
松
陰
に
、「
第
二
の
維
新
」
の
担
い
手
を
新
島
に
当
て
た
考
え
で
あ
っ
て
、
い
ま
は
在
天
の
人
と
な
っ
た
新
島
に

蘇
峰
の
抱
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
松
陰
に
寄
せ
た
憧
憬
・
崇
敬
と
も
交
錯
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い

る
（
同
上
、
二
〇
〇
頁
）。
つ
ま
り
、
蘇
峰
に
お
い
て
、
明
治
維
新
の
志
士
像
の
う
ち
で
、「
も
っ
と
も
精
神
的
な
純
潔
さ
と
、
血
気
の
革

命
性
と
至
誠
と
を
そ
な
え
た
松
陰
像
」
が
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
同
志
社
大
学
運
動
に
苦
闘
す
る
新
島
襄
の
姿

を
媒
介
に
成
立
」
し
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
杉
井
曰
、「「
松
下
村
塾
」
の
祖
述
を
意
図
し
た
大
江
義
塾
、
そ
し
て
、
自
由
・
自
治
を
教

育
に
唱
え
る
恩
師
新
島
と
そ
の
経
営
す
る
同
志
社
に
寄
せ
る
敬
愛
と
声
援
、
と
く
に
、
同
志
社
の
礼
拝
堂
に
お
け
る
吉
田
松
陰
論
の
講
演

と
い
う
展
開
は
、
か
れ
に
お
け
る
平
民
主
義
の
唱
道
お
よ
び
実
践
の
具
体
的
展
開
の
姿
で
あ
っ
た
。
病
躯
に
鞭
打
っ
て
活
動
し
、
つ
い
に

た
お
れ
た
新
島
の
像
は
、
蘇
峰
の
心
事
に
お
い
て
松
陰
像
と
や
が
て
交
錯
す
る
」（
同
上
、
二
一
三
頁
）。
蘇
峰
の
松
陰
論
形
成
過
程
に
見

ら
れ
る
、「
新
島
の
歴
史
的
人
物
化
」、
新
島
に
対
す
る
蘇
峰
の
「
心
的
状
況
の
昇
華
」
の
強
調
で
あ
る
。

高
平
の
新
島
論
の
形
成
に
与
え
た
蘇
峰
の
影
響
に
つ
い
て
、
話
が
少
し
く
枝
葉
の
問
題
に
か
か
ず
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
ア
マ
ー
ス
ト
講
演
を
引
き
受
け
る
に
当
た
っ
て
、
高
平
が
わ
ざ
わ
ざ
書
簡
で
蘇
峰
に
参
考
文
献
を
照
会
し
て
お
り
（
５
）、

そ
の
所
説

に
よ
り
な
が
ら
草
稿
を
準
備
し
た
経
緯
を
考
え
る
と
、
蘇
峰
の
心
象
風
景
に
お
い
て
、
新
島
と
松
陰
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
た
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の
か
と
い
う
問
題
を
読
者
の
た
め
に
整
理
し
て
お
く
意
義
が
あ
る
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

最
後
に
一
点
気
づ
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
高
平
は
、
新
島
と
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
（
北
米
合
衆
国
外
国
伝
道
会
社
）
の
関
係
に
つ
い

て
全
く
ふ
れ
て
い
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
新
島
の
身
分
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
宣
教
師
で
あ
り
、
ボ
ー
ド
の
日
本
派
遣
伝
道
師
と

し
て
の
職
務
を
担
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
彼
の
日
本
に
お
け
る
教
育
活
動
は
、
福
沢
諭
吉
の
よ
う
な
私
学
経

営
者
が
取
っ
た
独
立
の
姿
勢
と
は
異
な
る
。
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
資
金
援
助
を
受
け
て
同
志
社
の
学
校
用
地
や
建
物
を
取
得
し
、
有

能
な
ア
メ
リ
カ
人
教
師
や
牧
師
を
雇
い
入
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
し
て
、
新
島
が
も
っ
と
も
悩
ん
だ
問
題
は
、
ボ
ー
ド
が
要
求
す
る
伝

道
拠
点
と
し
て
の
同
志
社
、
キ
リ
ス
ト
教
を
拡
張
す
る
た
め
に
必
要
な
人
材
養
成
機
関
と
し
て
の
同
志
社
の
位
置
づ
け
と
、
高
等
教
育
機

関
と
し
て
の
大
学
設
立
を
望
む
日
本
人
教
師
や
卒
業
生
の
要
望
と
の
あ
い
だ
の
基
本
方
針
を
め
ぐ
る
対
立
の
板
ば
さ
み
に
な
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
浮
田
和
民
が
、
明
治
十
年
前
後
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
と
同
志
社
の
分
離
独
立
問
題
に
つ
い
て
ふ
れ
、
当
時
、
大
阪
に
い
た
米

国
人
宣
教
師
の
Ｈ
・
Ｈ
レ
ビ
ッ
ト
は
早
く
か
ら
同
志
社
と
ボ
ー
ド
の
分
離
を
説
き
、
同
志
社
は
い
つ
ま
で
も
伝
道
会
社
に
頼
っ
て
い
て
は

よ
く
な
い
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
が
、
新
島
や
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
分
離
独
立
論
に
反
対
で
あ
り
、
宣
教
師
の
あ
い
だ
で
も
複
雑
な
意
見
の
対

立
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
日
本
人
宣
教
師
の
な
か
で
は
、
沢
山
保
羅
、
成
瀬
仁
蔵
ら
が
分
離
独
立
論
を
唱
え
て
お
り
、
宣
教
師

の
間
で
は
分
離
論
が
有
力
で
あ
っ
た
と
い
う
。
も
し
そ
の
時
、
思
い
切
っ
て
分
離
に
踏
み
き
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
後
年
、
同
志
社
を
揺
る

が
す
騒
動
は
起
ら
ず
に
す
ん
だ
で
あ
ろ
う
と
浮
田
は
述
べ
て
い
る
（
６
）。

と
も
あ
れ
、「
自
由
教
育
、
自
治
教
会
、
両
者
併
行
、
国
家
万
歳
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
「
教
育
及
び
伝
道
一
如
の
主
義
」
を
実
践
せ
ん
と
す

る
新
島
の
苦
衷
は
、
ど
う
や
ら
高
平
の
関
心
の
外
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

高
平
が
こ
こ
で
明
ら
か
に
し
た
新
島
の
人
物
像
は
、
明
治
後
期
の
新
島
イ
メ
ー
ジ
を
ほ
ぼ
正
確
に
代
弁
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
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に
ま
た
、
そ
こ
に
は
、
国
家
へ
の
忠
誠
心
を
強
調
し
、
武
士
道
倫
理
と
サ
ム
ラ
イ
精
神
の
結
合
や
そ
の
普
遍
的
性
格
を
力
説
す
る
な
ど
、

日
露
戦
争
後
の
国
家
主
義
的
な
思
想
が
前
面
に
出
て
い
る
こ
と
も
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

明
治
後
期
の
新
島
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
初
期
の
同
志
社
卒
業
生
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
き
、
第
一
回
卒
業
生
の
浮
田

和
民
が
揚
言
す
る
次
の
新
島
論
が
、
い
か
に
、
蘇
峰
や
高
平
演
説
の
主
張
に
類
似
し
て
い
る
か
、
そ
の
符
合
ぶ
り
に
一
驚
さ
せ
ら
れ
る
。

最
後
に
、
そ
の
一
節
を
引
用
し
て
参
考
に
供
し
た
い
。

「
元
来
、
新
島
先
生
の
人
格
は
維
新
前
に
於
け
る
日
本
の
武
士
的
教
養
に
よ
っ
て
そ
の
根
本
を
培
養
さ
れ
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て

当
時
ま
だ
純
然
と
し
て
存
在
し
て
居
っ
た
新
英
州
清
教
徒
の
精
神
に
接
触
し
、
更
に
光
沢
を
加
へ
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ

て
先
生
の
人
格
は
ア
メ
リ
カ
人
よ
り
見
れ
ば
真
に
ア
メ
リ
カ
人
と
思
は
れ
た
で
あ
ら
う
。
そ
れ
で
先
生
は
米
国
伝
道
会
社
の
宣
教
師
と
し

て
派
遣
さ
れ
た
（
中
略
）
併
し
先
生
の
人
格
に
は
米
国
清
教
徒
の
精
神
に
吻
合
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
逸
脱
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
畢

竟
先
生
は
日
本
の
為
め
に
日
本
を
脱
し
て
渡
米
し
、
ま
た
日
本
の
為
め
に
宣
教
師
と
し
て
帰
国
さ
れ
た
の
で
、
先
生
以
前
に
先
生
は
な
く
、

又
先
生
以
後
に
先
生
は
あ
り
得
な
い
機
会
と
境
遇
と
に
活
躍
さ
れ
た
」（
同
上
）。

（
１
）
開
成
学
校
は
一
八
五
五
年
（
安
政
二
）
の
洋
学
所
設
置
に
始
ま
り
、
翌
五
十
六
年
蕃
書
調
所
と
改
称
、
六
十
二
年
（
文
久
二
）
に
は
名
称
を
洋
書

調
所
と
改
め
た
。
維
新
後
、
新
政
府
に
接
収
さ
れ
て
名
称
を
開
成
学
校
と
改
め
六
十
九
年
一
月
に
開
校
し
た
。
さ
ら
に
、
政
府
は
同
年
六
月
、
開

成
学
校
を
昌
平
学
校
（
昌
平
坂
学
問
所
＝
昌
平
校
）
や
医
学
校
と
合
併
し
て
大
学
校
の
設
立
を
み
た
。
そ
こ
で
、
開
成
学
校
は
、
医
学
校
と
と
も

に
、
昌
平
学
校
を
本
校
と
す
る
大
学
校
に
統
合
さ
れ
、
大
学
校
分
局
と
な
る
が
、
同
年
十
二
月
の
制
度
改
革
に
よ
っ
て
大
学
南
校
と
改
称
し
た
。

名
称
の
由
来
は
、
旧
開
成
所
以
来
、
そ
の
位
置
が
御
茶
ノ
水
に
あ
る
大
学
本
校
の
南
方
に
あ
た
る
東
京
神
田
一
ツ
橋
に
あ
っ
た
こ
と
に
基
づ
く
。

大
学
南
校
規
則
に
よ
れ
ば
、
普
通
・
専
門
の
二
科
あ
り
、
専
門
科
を
法
科
・
理
科
・
文
科
の
三
科
に
分
け
た
が
、
実
際
に
は
普
通
科
の
み
の
生
徒

を
収
容
し
た
。
生
徒
は
十
六
歳
以
上
で
定
員
は
一
千
人
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
各
藩
か
ら
人
材
を
選
抜
す
る
貢
進
生
制
度
も
あ
り
、
大
藩
、
中
藩
、

小
藩
の
そ
れ
ぞ
れ
三
、
二
、
一
人
の
割
合
で
約
三
百
人
の
生
徒
が
入
学
し
た
。
教
育
内
容
は
、
ほ
ぼ
、
高
等
学
校
程
度
の
水
準
で
あ
っ
た
と
い
う
。
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高
平
が
入
学
し
た
の
は
ま
さ
に
、
大
学
南
校
と
い
う
名
称
に
変
わ
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
新
島
の
実
弟
は
名
前
を
双
六
と
い
い
、
一
八
四
七
年
（
弘
化
四
）
十
二
月
十
四
日
生
ま
れ
で
、
そ
の
修
学
歴
を
み
る
と
、「
明
治
二
己
巳
年
九
月
十

四
日
東
京
昌
平
坂
学
問
所
江
為
修
業
出
入
三
ケ
年
之
御
暇
願
之
通
被
仰
付
（
中
略
）
同
廿
八
日
安
中
出
立
、
十
月
朔
日
東
京
詰
太
山
雄
之
助
殿
方

江
着
、
同
二
日
公
用
方
よ
り
聖
堂
江
願
書
差
出
、
同
廿
七
日
入
寮
南
寮
三
十
五
番
之
寮
江
引
移
、
同
藩
河
合
鉄
太
郎
殿
与
同
居
」（『
新
島
襄
全
集
』

３
　
注
二
十
一
　
七
百
四
十
二
頁
）
と
あ
る
。
な
お
、
双
六
の
死
亡
は
一
八
七
一
年
（
明
治
四
）
二
月
七
日
、
行
年
二
十
五
歳
で
あ
っ
た
（『
同
上
』

注
九
十
一
　
七
百
五
十
四
頁
）。

（
３
）
フ
リ
ン
ト
夫
人
（O

rilla
H

.Flint

）
に
宛
て
た
一
八
七
一
年
三
月
二
十
一
日
付
け
書
簡
。

（
４
）
杉
井
六
郎
『
徳
富
蘇
峰
の
研
究
』
二
〇
七
頁
　
法
政
大
学
出
版
局
　
一
九
七
七
。

（
５
）
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
に
は
、
先
の
書
簡
の
ほ
か
、
一
八
九
六
年
（
明
治
二
十
九
）
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
当
時
、
欧
州
外
遊
中
で

あ
っ
た
蘇
峰
に
あ
て
た
書
簡
が
数
点
あ
る
。
両
者
は
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
。

（
６
）
浮
田
和
民
「
私
の
新
島
先
生
観
」『
新
島
先
生
記
念
集
』
同
志
社
校
友
会
刊
　
昭
和
十
五
年
初
版
。

高
平
講
演
全
訳

故
新
島
襄
博
士
の
生
涯
と
業
績

男
爵
　
高
平
小
五
郎

ア
マ
ー
ス
ト
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
肖
像
画
除
幕
式
に
お
い
て

一
九
〇
九
年
五
月
七
日

総
長
先
生
、
並
び
に
ご
列
席
の
紳
士
淑
女
の
皆
さ
ん
、

今
か
ら
も
う
約
四
十
年
昔
の
一
八
七
〇
年
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ち
ょ
う
ど
修
学
の
た
め
、
私
が
故
郷
を
出
て
上
京
し
て
き
た
直
後
に
、
級
友
の
一
人

か
ら
次
の
よ
う
な
話
を
聞
い
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
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つ
ま
り
、
そ
の
友
人
は
上
野
の
国
に
あ
る
安
中
と
い
う
小
さ
な
城
下
町
出
身
の
人
物
で
あ
り
ま
し
た
が
、
大
学
（
当
時
の
昌
平
坂
学
問
所
、
の
ち
の
開
成

学
校
、
東
京
大
学
の
前
身
＝
訳
者
注
）
に
彼
と
同
郷
の
安
中
出
身
の
学
生
が
居
て
、
そ
の
実
兄
が
ア
メ
リ
カ
で
西
洋
の
学
問
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
の
で
す
。

あ
る
日
、
私
は
そ
の
友
人
と
連
れ
立
っ
て
一
緒
に
そ
の
青
年
を
訪
ね
ま
し
た
。
歳
は
二
十
三
か
ら
二
十
四
才
位
と
思
わ
れ
る
そ
の
若
者
は
、
物
静
か
で
知
的

な
感
じ
の
す
る
人
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
若
者
は
そ
の
後
ま
も
な
く
し
て
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
が
、
私
は
一
度
彼
に
会
っ
て
面
識
が
あ
り
ま
す
の
で
、

彼
の
兄
と
い
う
人
、
つ
ま
り
、
近
代
日
本
の
第
一
級
の
教
育
者
と
な
っ
た
新
島
襄
の
わ
が
同
胞
に
対
す
る
教
育
事
業
に
対
す
る
関
心
が
湧
出
し
、
新
島
が
い

っ
た
い
ど
の
よ
う
な
生
涯
を
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ず
っ
と
興
味
を
抱
き
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

私
が
偶
然
、
四
十
年
前
に
新
島
の
弟
に
出
会
っ
た
不
思
議
な
事
情
を
考
え
ま
す
と
、
そ
れ
以
来
一
貫
し
て
関
心
を
も
ち
続
け
て
き
た
新
島
の
精
神
的
原
点

と
で
も
い
う
べ
き
、
こ
こ
ア
マ
ー
ス
ト
で
、
す
な
わ
ち
、
新
島
が
祖
国
の
同
胞
の
道
徳
的
向
上
に
自
ら
の
全
生
涯
を
捧
げ
る
決
意
を
固
め
る
こ
と
に
な
っ
た

教
育
的
感
化
を
得
た
こ
の
場
所
に
お
い
て
、
新
島
の
肖
像
画
の
除
幕
式
に
立
ち
会
え
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、
当
然
の
め
ぐ
り
合
わ
せ
に
思
わ
れ
て
な

ら
な
い
の
で
す
。
私
に
と
っ
て
、
同
胞
の
一
人
で
あ
る
新
島
が
、
こ
の
近
代
文
明
の
中
心
地
に
あ
る
彼
が
学
ん
だ
教
育
機
関
に
お
い
て
、
立
派
に
評
価
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
の
は
、
日
本
を
代
表
す
る
立
場
に
あ
る
者
と
し
て
、
ま
こ
と
に
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
喜
び
は
何
物
に
も
換
え
が
た
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
次
の
こ
と
を
率
直
に
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
職
業
柄
、
多
く
の
時
間
を
海
外
で
過
ご
し
て
お
り
ま
し
て
、
本
日
、

こ
こ
で
お
話
し
す
る
新
島
の
興
味
深
い
生
涯
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
調
査
研
究
す
る
時
間
的
な
余
裕
に
乏
し
く
、
残
念
な
が
ら
、
十
分
、
納
得
の
い
く
お
話

を
す
る
力
量
の
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
私
の
講
演
が
新
島
の
伝
記
や
逸
話
の
数
々
、
そ
れ
も
、
彼
の
日
本
人
の

友
人
や
教
え
子
た
ち
が
綴
っ
た
資
料
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
い
て
お
り
ま
し
て
、
新
島
の
生
涯
と
経
歴
に
関
す
る
私
自
身
の
独
自
の
見
解
と
い
う
の
は

あ
ま
り
な
い
の
で
す
。
当
地
ア
マ
ー
ス
ト
は
新
島
が
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
所
で
あ
り
、
こ
こ
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
市
民
の
方
々
の
な
か
に
は
、
新
島
の
友

人
も
大
勢
お
ら
れ
る
に
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。
さ
ら
に
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
、
す
で
に
ア
ー
サ
ー
・
Ｓ
・
ハ
ー
デ
ィ
ーA

rth
u

r

Sherburne
H

ardy

（
新
島
の
パ
ト
ロ
ン
、
ボ
ス
ト
ン
の
紳
商
ア
ル
ヒ
ュ
ー
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
の
息
子
―
注
）
が
書
い
た
『
新
島
の
生
涯
と
書
簡
』（Life
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and
Letters

ofJoseph
H

ardy
N

eesim
a,B

oston
and

N
ew

Y
ork

:H
oughton,M

iffin,1891

）
が
そ
の
人
物
と
業
績
に
つ
い
て
余
す
と
こ
ろ
の
な
い
説

明
を
し
て
く
れ
て
い
ま
の
で
、
私
は
と
て
も
そ
れ
以
上
の
情
報
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
ご
出
席
の
友
好
的
で
思
い
や
り
深
い
皆
さ
ん
方
の
よ
う
な
聴
衆
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
弁
解
を
す
る
の
は
何
か
場
違
い
な
印
象
を
与
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
人
の
眼
か
ら
み
た
新
島
の
生
涯
に
関
す
る
一
つ
の
意
見
を
開
陳
す
る
の
も
ま
た
、
皆
さ
ん
の
興
味
に
全
然
合
わ
な
い
も
の
で

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
敢
え
て
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

誕
生
か
ら
そ
の
死
に
い
た
る
ま
で
新
島
の
生
涯
は
、
彼
が
ア
メ
リ
カ
で
受
け
た
教
育
の
結
果
、
そ
の
思
想
や
抱
負
が
大
き
く
練
磨
さ
れ
、
深
化
さ
れ
る
こ

と
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
や
は
り
、
彼
は
典
型
的
な
日
本
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
最
初
に
申
し
上
げ
た
い
。
す
な
わ
ち
、
日
本
以
外
の
い
か
な
る
場
所
も

彼
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
物
を
生
み
出
す
環
境
は
な
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
彼
の
そ
の
よ
う
な
性
格
を
助
長
し
、
進

展
さ
せ
た
の
が
ア
メ
リ
カ
以
外
の
ど
こ
の
国
に
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
彼
は
サ
ム
ラ
イ
と
呼
ば
れ
る
階
級
の
出
身
で
、
か
つ
て

の
日
本
人
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
武
士
の
生
活
と
精
神
的
環
境
の
な
か
で
育
て
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
新
島
家
は
武
士
の
家

格
と
し
て
は
中
級
武
士
（m

edium

）
に
属
し
て
お
り
、
徳
川
時
代
の
日
本
人
の
生
活
水
準
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
ほ
ど
豊
か
で
も
貧
乏
で
も
な
い
生
活
環
境
、

さ
ら
に
い
え
ば
、
家
格
が
高
く
て
驕
慢
な
気
風
を
も
っ
た
り
、
逆
に
、
よ
り
下
層
の
貧
困
で
卑
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
生
活
水
準
と
は
ち
が
う

家
柄
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
新
島
は
貧
困
に
よ
っ
て
そ
の
自
尊
心
が
奪
い
取
ら
れ
た
り
、
ま
た
贅
沢
な
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
気
力
や
体
力
が
弱
め
ら

れ
る
よ
う
な
境
遇
を
体
験
し
な
か
っ
た
の
で
す
。
武
士
道
（B

ushido

）
と
呼
ば
れ
る
厳
し
い
日
常
生
活
の
規
律
の
影
響
を
受
け
て
育
っ
た
新
島
は
、
自
ら

の
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
ひ
た
す
ら
正
直
で
真
剣
な
態
度
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
幼
い
と
き
か
ら
日
本
の
古
典
や
漢
籍
を
学
び
、
剣
術
や
馬
術
を
修
練
し

ま
し
た
が
、
や
が
て
、
そ
の
優
れ
た
才
能
が
認
め
ら
れ
て
、
十
四
歳
の
と
き
、
安
中
藩
で
蘭
学
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
三
人
の
藩
士
の
一
人
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
十
六
歳
で
藩
主
の
書
記
待
遇
に
な
っ
て
い
ま
す
。
彼
が
始
め
て
漢
訳
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
を
読
ん
で
、
近
代
文
明
の
研
究
に
大
き
な
関
心
を
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抱
い
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
新
島
は
そ
の
よ
う
な
理
由
も
あ
っ
て
、
そ
れ
以
後
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
勉
強
に
一
層
、

真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
彼
の
友
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
親
戚
の
な
か
に
も
保
守
的
（
因
習
的
）
な
考
え
方
が
支
配
的
で
あ
り
ま
し

た
の
で
、
彼
ら
は
新
島
の
態
度
を
理
解
で
き
ず
不
愉
快
に
思
う
だ
け
で
な
く
、
嘲
笑
し
た
り
、
批
判
し
た
り
す
る
人
々
が
大
勢
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
は
、

一
旦
決
め
た
方
針
は
断
固
と
し
て
変
え
ず
、
自
然
哲
学
や
数
学
な
ど
、
当
時
、
蘭
学
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
領
域
の
学
問
を
決
意
も
新
た
に
学
び
始
め
た
の

で
あ
り
ま
す
。

あ
る
日
の
こ
と
で
す
。
彼
は
偶
々
、
江
戸
（
現
在
の
東
京
）
湾
に
停
泊
す
る
一
艘
の
オ
ラ
ン
ダ
の
軍
艦
を
見
ま
し
た
。
海
上
の
荒
波
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら
、

多
数
の
小
さ
な
帆
船
を
従
え
て
浮
か
ぶ
そ
の
落
ち
着
き
は
ら
っ
た
威
容
は
、
驚
嘆
す
べ
き
姿
で
あ
り
、
難
攻
不
落
の
軍
艦
に
思
え
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
彼

は
、
直
ち
に
、
そ
の
よ
う
な
壮
大
な
軍
艦
を
作
る
こ
と
の
で
き
る
国
民
と
い
う
の
は
、
日
本
の
国
民
よ
り
も
は
る
か
に
優
れ
た
才
能
を
も
っ
た
国
民
に
違
い

な
い
と
い
う
風
に
考
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。
壮
大
な
軍
艦
を
見
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
は
西
洋
諸
国
が
到
達
し
た
近
代
文
明
に
、
到
底
、
太
刀
打
ち
で
き

な
い
と
い
う
考
え
を
植
え
つ
け
ら
れ
、
祖
国
を
改
革
す
る
に
は
、
彼
自
身
が
西
洋
モ
デ
ル
の
文
明
を
推
進
す
る
役
割
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
込

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
彼
は
ま
た
、
海
軍
の
創
設
、
通
商
の
促
進
の
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
の
一
歩
と
し
て
航
海
技
術
を
習
う
こ
と
を
決
意
し
、
代
数
、

三
角
法
、
幾
何
学
と
い
っ
た
必
要
な
関
連
学
問
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
西
洋
の
近
代
科
学
の
方
法
を
習
得
す
る
一
方
で
、
多
く
の
他
の
方
面
の
出
版

物
に
接
す
る
う
ち
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
に
多
大
の
魅
力
を
感
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
彼
が
一
冊
の
漢
訳
聖
書
に
触
れ
た
こ
と
の
意
義

を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
彼
は
友
人
か
ら
そ
の
聖
書
を
借
り
て
き
て
、
深
夜
、
ひ
そ
か
に
人
目
を
盗
ん
で
読
ん
だ
の
で
す
。
何
故
そ
う
し

た
か
と
い
え
ば
、
当
時
、
聖
書
を
読
む
こ
と
は
国
法
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
処
罰
を
怖
れ
て
慎
重
に
対
処
し
た
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

冒
険
を
し
た
結
果
、
彼
は
十
分
、
報
わ
れ
た
面
も
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
聖
書
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
抱
い
て
い

た
数
々
の
疑
問
が
解
け
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
根
本
的
な
教
義
が
よ
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
聖
書
の
勉
強
が
上
達
し
て
も
、
な
お
、

時
折
、
疑
念
が
生
じ
、
そ
の
疑
問
を
十
分
に
解
明
す
る
に
は
、
信
仰
の
自
由
が
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
る
国
へ
行
っ
て
、
直
接
、
優
れ
た
学
者
に
教
え
を
こ
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う
し
か
ほ
か
に
適
当
な
方
法
が
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
い
よ
い
よ
新
島
は
、
真
理
を
求
め
て
、
祖
国
を
脱
出
す
る
決
意
を
固
め

た
の
で
あ
り
ま
す
。

新
島
が
ど
の
よ
う
に
し
て
外
国
へ
行
く
べ
き
か
を
考
え
て
い
た
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
偶
然
に
、
彼
は
近
く
函
館
に
向
っ
て
出
航
す
る
予
定
の
あ
る
汽
船
が
あ

る
こ
と
を
耳
に
し
ま
し
た
。
函
館
は
条
約
で
開
港
が
認
め
ら
れ
て
い
た
、
日
本
の
北
部
に
あ
る
通
商
貿
易
港
で
あ
り
ま
し
た
。
彼
は
藩
主
と
家
族
の
同
意
を

得
て
、
函
館
行
き
の
船
に
乗
り
込
み
ま
す
。
そ
れ
は
一
八
六
四
年
、
彼
が
二
十
一
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
奔
走
努
力
の
末
に
、
ア
メ
リ

カ
の
帆
船
に
乗
船
し
、
中
国
の
上
海
に
向
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
日
本
で
は
、
政
府
の
許
可
な
く
外
国
へ
行
く
こ
と
は
も
っ
と
も
重
大
な
国
禁
に
触
れ
る

行
為
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
死
罪
に
相
当
す
る
刑
罰
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
新
島
が
そ
の
よ
う
な
危
険
を
犯
し
て
出
国
を

企
て
る
の
は
、
き
わ
め
て
大
胆
な
行
動
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
彼
は
、
函
館
の
あ
る
外
国
人
商
館
に
出
入
り
す
る
役
人
を
名
乗
る
日
本

人
店
員
（
福
士
宇
之
吉
＝
注
）
と
知
り
合
い
に
な
り
、
そ
の
従
僕
に
な
り
す
ま
し
て
、
二
人
は
、
闇
夜
に
、
沖
合
い
に
停
泊
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
船
（
ベ
ル

リ
ン
号
＝
注
）
に
乗
り
込
ん
だ
の
で
す
。
そ
し
て
、
上
海
に
着
く
や
、
函
館
か
ら
連
れ
て
き
て
く
れ
た
船
長
サ
ッ
ポ
リ
（
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ーW

illiam
T

.

Savory

＝
注
）
の
親
切
な
計
ら
い
で
、
ボ
ス
ト
ン
に
向
う
他
の
ア
メ
リ
カ
船
（
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
）
へ
の
乗
船
の
斡
旋
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
船

賃
は
新
島
が
下
働
き
を
す
る
約
束
で
乗
り
込
み
、
そ
れ
か
ら
一
年
以
上
の
航
海
の
後
、
よ
う
や
く
ボ
ス
ト
ン
に
到
着
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ワ
イ
ル
ド
・
ロ

ー
ヴ
ァ
ー
号
の
船
長
Ｈ
・
Ｓ
・
テ
イ
ラ
ー
は
新
島
の
性
格
と
抱
負
を
よ
く
理
解
し
、
航
海
中
、
彼
に
英
語
と
航
海
術
を
教
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ボ
ス
ト
ン

に
着
く
と
船
主
の
ア
ル
フ
ュ
ー
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
に
会
っ
て
、
彼
が
新
島
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
の
す
べ
て
を
語
り
、
同
時
に
、
こ
の
青
年
新
島
が
米
国
で

勉
強
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
便
宜
を
与
え
て
や
っ
て
欲
し
い
と
頼
ん
で
く
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
若
き
日
の
新
島
が
こ
こ
ア
マ
ー
ス
ト
で
、
そ
し
て
ボ
ス

ト
ン
や
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
で
、
人
類
の
福
祉
と
文
明
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
高
貴
な
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
惜
し
み
な
く
与
え
ら
れ
た

ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
の
寛
大
な
援
助
の
下
で
、
彼
が
何
を
成
し
遂
げ
た
の
か
、
そ
し
て
さ
ら
に
は
、
祖
国
日
本
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
大
き
く
極
東
の
国
々
の
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人
々
に
対
し
て
押
し
及
ぼ
さ
れ
る
恩
恵
に
つ
い
て
、
私
は
何
ほ
ど
の
こ
と
を
皆
さ
ん
に
語
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
新
島
が
こ
こ
で

行
っ
た
す
べ
て
の
こ
と
は
こ
こ
に
居
る
皆
さ
ん
方
が
よ
く
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
私
は
そ
れ
以
上
、
何
か
新
た
な
知
識
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
唯
、
日
本
か
ら
や
っ
て
き
た
若
者
に
対
し
て
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
人
々
が
示
さ
れ
た
寛
大
な
心
、
誠
実
で
真
率
な
態
度
が
新

島
と
日
本
人
に
深
い
感
動
を
与
え
、
ア
メ
リ
カ
国
民
に
特
有
な
偏
見
の
な
い
心
の
広
さ
の
証
と
し
て
そ
の
好
意
に
感
謝
し
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
申
し
上
げ
れ

ば
十
分
だ
と
考
え
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
一
八
七
四
年
に
新
島
が
日
本
に
帰
る
と
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
の
友
人
た
ち
か
ら
受
け
た
物
心
両
面
の
援
助
に
よ
っ
て
、
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、

す
べ
て
の
精
力
を
傾
け
る
覚
悟
を
決
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
ず
始
め
に
、
彼
は
家
族
の
全
員
を
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
彼
が
故
郷

の
安
中
に
数
ヶ
月
（
数
週
間
―
注
）
滞
在
し
て
い
る
あ
い
だ
に
、
地
域
の
人
々
に
キ
リ
ス
ト
教
の
説
教
を
始
め
た
の
で
す
。
そ
の
当
時
の
日
本
で
は
ま
だ
ま

だ
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
反
発
が
根
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
彼
は
積
極
的
に
伝
道
活
動
を
行
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
彼
は
ま
た
、
最
初
か
ら
、
ど

こ
か
大
き
な
都
会
を
伝
道
活
動
の
拠
点
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
大
阪
に
学
校
を
作
る
計
画
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
の
当
局
に
申

請
し
た
と
こ
ろ
、
学
校
を
作
る
の
は
い
い
が
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
宣
教
師
を
雇
い
入
れ
る
の
は
罷
り
な
ら
ぬ
と
い
う
達
し
が
出
ま
し
た
。
次
に
彼
は
京
都
を

目
指
し
ま
し
た
。
京
都
で
は
、
山
本
覚
馬
と
い
う
強
力
な
支
持
者
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
山
本
は
そ
の
こ
ろ
京
都
府
の
顧
問
で
政
界
の
実
力
者
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
彼
は
や
が
て
、
新
島
の
義
兄
弟
に
な
る
人
で
も
あ
り
ま
す
。
山
本
ら
の
協
力
で
、
そ
の
後
、
多
く
の
困
難
に
遭
遇
し
ま
す
が
、
と
に
か
く
、
京
都
で

学
校
を
創
設
す
る
と
い
う
大
き
な
仕
事
の
目
標
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
京
都
は
、
何
百
年
も
の
あ
い
だ
、
幾
多
の
仏
教
の
総
本
山
が
存
在

す
る
伝
統
的
な
文
化
の
中
心
地
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
が
そ
こ
に
居
住
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
学
校
で
説
教

す
る
こ
と
な
ど
、
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
島
は
ア
メ
リ
カ
人
と
日
本
人
の
友
人
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
京
都
に
学
校
を
作
る
運
動
を
粘
り
強
く
続
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
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結
果
、
数
年
後
に
は
彼
の
念
願
が
か
な
い
、
広
く
京
都
市
民
の
理
解
も
得
ら
れ
て
、
京
都
府
当
局
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
集
会
を
開
く
自
由
を
公
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
教
育
問
題
に
つ
い
て
、
新
島
は
た
び
た
び
そ
の
専
門
的
な
見
解
を
求
め
ら
れ
も
し
た
の
で
す
。
一
八
八
一
年
、
彼
が
福
音
伝
道
の
た
め
に
京
都

の
あ
る
劇
場
で
公
開
講
演
会
を
開
い
た
（「
明
治
十
四
年
六
月
、
京
都
四
条
北
の
芝
居
に
於
て
宗
教
演
説
を
催
す
」『
新
島
襄
全
集
』
Ⅰ
一
六
三
頁
―
注
）
と

こ
ろ
、
五
千
人
も
の
男
女
の
聴
衆
が
集
ま
り
、
二
十
人
の
説
教
者
の
話
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
わ
ず
か
数
年
前
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布

教
に
対
し
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
反
対
や
脅
迫
が
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
そ
の
よ
う
な
盛
大
な
光
景
は
全
く
予
想
で
き
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
成
功
に
勇
気
付
け
ら
れ
た
彼
は
、
大
学
レ
ベ
ル
の
教
育
を
実
現
し
た
い
と
い
う
大
き
な
計
画
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
長
年
に
わ
た
る
過
労
と
ス
ト
レ
ス
の
た
め
に
、
彼
の
健
康
は
著
し
く
損
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
、
外
国
旅
行
が
健
康
の
回
復
に
役
立
つ

か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
、
一
八
八
四
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
に
向
け
て
旅
立
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
翌
年
、
帰
国
す
る
と
大
学
設
立
運
動
を
再
開

し
根
気
強
い
努
力
の
末
に
、
つ
い
に
同
志
社
を
拡
大
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
志
社
予
備
学
校
、
専
門
学
校
の
設
置
、
神
学
校
や
女
学

校
、
そ
し
て
看
護
婦
学
校
、
図
書
館
の
創
設
な
ど
、
将
来
の
大
学
へ
の
発
展
に
必
要
な
制
度
上
の
基
礎
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
新
島
の
体
力
は
そ
の
精
神
力
に
比
例
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
祖
国
の
道
義
的
向
上
と
い
う
遠
大
な
運
動
を
推
進
す
る
の
に
必
要
な
熱
意
と
奮
闘
の
た
め
に
、

す
べ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
尽
く
し
て
、
一
八
九
〇
年
、
つ
い
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
以
上
が
、
新
島
の
生
涯
と
事
業
の
ス
ケ
ッ
チ
で

あ
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
新
島
の
少
年
時
代
に
立
ち
返
っ
て
、
彼
が
受
け
た
家
庭
教
育
の
中
身
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
彼
は
サ
ム
ラ
イ
の
子

と
し
て
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
彼
が
受
け
継
い
だ
血
筋
と
い
う
の
は
、
由
緒
あ
る
先
祖
代
々
の
血
統
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
新
島
は
そ
う
し
た
権
威
あ
る

自
ら
の
出
自
に
つ
い
て
自
覚
し
て
お
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
そ
の
性
格
の
形
成
に
お
い
て
重
要
な
要
因
と
な
っ
た
、
生
ま
れ
に
よ
る
恵
ま
れ
た
特
権

を
享
受
し
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
身
分
上
の
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
て
、
彼
は
家
庭
で
優
れ
た
し
つ
け
を
受
け
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
点
に
つ
い
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て
「
覚
え
書
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
祖
父
は
私
の
し
つ
け
に
格
別
に
熱
心
で
あ
り
ま
し
た
。
毎
晩
、
私
を
彼
の
膝
に
抱
い
て
、
教
訓
的
な
話
を
語
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
大
昔
の
英

雄
や
偉
人
の
物
語
で
あ
っ
た
り
、
賢
者
の
話
な
ど
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
祖
父
は
、
と
り
わ
け
、
両
親
の
言
い
つ
け
に
従
順
で
あ
る
よ
う
に
、
友
人
に
対

し
て
忠
実
で
あ
る
よ
う
に
と
教
え
ま
し
た
。
同
時
に
ま
た
、
話
す
言
葉
に
は
よ
く
注
意
し
、
慎
み
深
い
行
動
を
と
る
よ
う
に
と
も
言
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

決
し
て
人
の
も
の
を
盗
ん
だ
り
、
欺
い
た
り
、
媚
び
へ
つ
ら
っ
て
は
な
ら
な
い
と
諭
し
ま
し
た
」。
新
島
は
ま
た
そ
の
伝
記
の
中
で
、
少
年
時
代
に
彼
は
よ

く
方
々
の
お
寺
に
行
っ
て
自
分
が
将
来
、
立
派
な
サ
ム
ラ
イ
に
成
れ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
、
と
い
う
お
祈
り
を
捧
げ
る
の
が
習
慣
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
人
格
形
成
に
必
要
な
知
識
や
経
験
を
積
ん
で
い
っ
た
の
で
す
が
、
あ
る
時
、
次
の
よ
う
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
祖
父
が
母

の
言
い
つ
け
を
聞
か
な
い
新
島
の
態
度
を
聞
き
知
っ
て
、
彼
を
つ
か
ま
え
て
布
団
に
く
る
ん
で
押
入
れ
に
閉
じ
込
め
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
一
時
間
ほ
ど
た

っ
て
か
ら
や
っ
て
き
て
、
押
入
れ
か
ら
出
し
て
や
り
、
次
の
よ
う
な
詩
を
引
用
し
な
が
ら
優
し
く
笹
の
葉
の
た
と
え
話
を
聞
か
せ
て
や
っ
た
の
で
す
。「
憎

ん
で
は
打
た
ぬ
も
の
な
り
笹
の
雪
」。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
新
島
が
家
庭
で
ど
の
よ
う
な
し
つ
け
を
受
け
て
い
た
か
を
よ
く
言
い
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

一
八
五
三
年
、
ペ
リ
ー
提
督
の
率
い
る
黒
船
が
浦
賀
湾
で
大
砲
を
発
射
し
、
そ
れ
ま
で
鎖
国
の
夢
を
む
さ
ぼ
っ
て
い
た
日
本
国
民
を
目
覚
め
さ
せ
、
国
を

覆
っ
て
い
た
暗
雲
を
取
り
除
き
ま
し
た
。
安
中
藩
主
板
倉
侯
は
慌
て
ふ
た
め
く
人
々
の
な
か
で
泰
然
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
彼
は
高
い
教
育
を
受
け
て
お
り
、

当
時
の
状
況
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
の
で
す
。
米
国
の
艦
隊
が
日
本
に
や
っ
て
く
る
前
に
、
彼
は
す
で
に
軍
事
組
織
の
改
革
の
必
要
を
指
摘
し
、
藩
士
た
ち

に
心
身
の
鍛
錬
と
向
上
に
努
め
る
よ
う
奨
励
し
て
お
り
ま
し
た
。
新
島
は
藩
主
の
進
歩
的
な
思
想
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
特
別
に
選
抜
さ
れ
て
オ
ラ
ン
ダ

語
の
修
得
と
軍
事
教
練
を
授
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
新
島
が
大
志
を
抱
く
よ
う
に
な
る
の
は
、
何
の
不
思
議
も
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
が
祖
国
の
状
況
を
十
分
に

理
解
で
き
る
年
齢
に
達
し
た
と
き
、
時
代
の
騒
乱
に
深
い
関
心
と
危
機
意
識
を
も
ち
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
愛
国
的
感
情
が
生
み
出
す
提
唱
の
発
露
と
し
て
、

彼
は
祖
国
の
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
方
策
を
求
め
て
、
新
し
い
世
界
に
船
出
し
よ
う
と
決
意
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
、
彼
は
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
生
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ず
る
犠
牲
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
極
端
な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
省
み
ず
に
、
近
代
的
な
教
育
を
求
め
て
日
本
を
出
国
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
彼
は
自

ら
の
将
来
に
対
し
て
的
確
な
展
望
を
も
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
唯
、「
大
い
な
る
力
」H

igher
Pow

er

の
加
護
に
頼
る
だ
け
で
し
た
。
そ
の
よ

う
な
行
動
は
他
の
誰
に
で
も
で
き
る
も
の
で
な
く
、
愛
国
的
信
念
を
も
っ
た
人
だ
け
が
、
祖
国
と
祖
国
の
人
々
へ
の
愛
情
に
没
頭
し
て
計
画
さ
れ
た
行
為
な

の
で
あ
り
ま
す
。
新
島
が
そ
の
よ
う
な
断
乎
と
し
た
決
断
を
実
行
で
き
た
の
は
、
ま
さ
に
武
士
道
の
精
神
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
弟
子
た
ち
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
私
は
、
彼
の
性
格
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
で
顕
著
に
み
ら
れ
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
武
士
道
の
精
神
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
一
つ
の
特
徴
を
指
摘
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
自
尊
心
と
自
己
抑
制
の
精
神
な
の
で
す
。
彼
の
青
年
時
代
の
行
動
が
こ
の
主
張
を
裏
づ
け
て
く
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
こ

れ
は
ベ
ル
リ
ン
号
の
船
上
で
の
出
来
事
で
あ
り
ま
す
が
、
船
長
の
あ
る
振
舞
が
新
島
の
自
尊
心
を
ひ
ど
く
傷
つ
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
思
わ
ず
刀
の
柄

に
手
を
か
け
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
、
彼
は
自
分
の
抱
く
使
命
感
の
大
き
さ
に
く
ら
べ
る
と
、
傷
つ
け
ら
れ
た
自
尊
心
な
ど
小
さ
い
も
の
だ
と
思
い
直
し

て
、
無
鉄
砲
な
行
動
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ま
さ
に
強
い
自
己
抑
制
の
な
せ
る
わ
ざ
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
島
は
誤
っ
て
ワ
イ
ル

ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
の
船
長
の
キ
ッ
チ
ン
用
具
（
銀
の
ス
プ
ー
ン
―
注
）
を
海
中
に
落
と
し
て
し
ま
っ
た
と
き
、
持
ち
金
を
全
部
は
た
い
て
弁
償
し
よ
う
と

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
漢
訳
聖
書
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、
資
金
の
調
達
に
、
武
士
と
し
て
の
名
誉
の
守
り
で
あ
る
刀
を
売
却
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ハ
ー

デ
ィ
ー
が
新
島
の
目
標
達
成
の
た
め
に
必
要
な
物
資
を
惜
し
げ
も
な
く
与
え
よ
う
と
し
た
と
き
、
彼
は
唯
、
教
育
費
用
と
し
て
必
要
な
だ
け
の
資
金
を
受
け

取
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
性
格
は
、
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
、
彼
が
独
り
立
ち
し
た
後
の
言
動
に
も
よ
く
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
り
ま
す
。
要
す
る

に
、
彼
は
純
粋
な
決
意
と
曇
り
な
い
良
心
の
持
ち
主
に
違
い
な
い
の
で
す
。

正
義
感
、
騎
士
道
精
神
（
義
侠
心
）、
廉
潔
、
忍
耐
、
自
尊
心
と
い
っ
た
徳
目
は
、
明
治
維
新
の
こ
ろ
の
日
本
の
サ
ム
ラ
イ
に
み
ら
れ
る
共
通
の
道
徳
的

特
徴
で
あ
り
ま
し
た
。
新
島
は
こ
の
よ
う
な
サ
ム
ラ
イ
階
級
の
な
か
で
育
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
前
に
、
士
族
階
級
の
な
か
で
支

配
的
で
あ
っ
た
精
神
的
環
境
の
下
で
、
そ
の
性
格
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
彼
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
生
活
に
よ
っ
て
、
自
由
な

信
仰
と
自
治
、
克
己
の
原
則
に
基
づ
く
ア
メ
リ
カ
精
神
の
影
響
を
受
け
て
、
本
来
の
性
格
が
修
正
さ
れ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
彼
の
武
士
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道
（
武
士
道
そ
れ
自
体
は
日
本
固
有
の
も
の
で
あ
り
ま
す
が
）
が
世
界
的
な
普
遍
性
を
も
っ
た
も
の
に
成
長
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

彼
が
元
来
、
正
し
い
と
信
じ
て
い
た
道
徳
的
な
性
質
を
も
っ
た
教
訓
が
、
宗
教
的
な
教
義
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ

と
は
次
の
事
例
に
よ
く
表
わ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
岩
倉
使
節
団
一
行
が
ワ
シ
ン
ト
ン
に
滞
在
し
て
い
た
と
き
、
呼
ば
れ
て
新
島
が
岩
倉
全
権
使
節
と

随
員
た
ち
に
面
会
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
際
、
旧
来
の
日
本
式
礼
法
に
従
っ
て
、
彼
ら
の
面
前
に
進
み
出
て
深
く
お
辞
儀
す
る
拝
謁
の
ス
タ
イ

ル
を
き
っ
ぱ
り
と
断
り
、
自
由
な
国
の
独
立
し
た
紳
士
と
し
て
、
民
主
主
義
的
に
扱
わ
れ
る
よ
う
求
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
彼
が
日
本
の
公
使
館
が
ハ
ー
デ
ィ
ー
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
新
島
の
た
め
に
支
払
っ
て
く
れ
た
す
べ
て
の
経
費
を
弁
済
す
る
意
向
を
も
っ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、
友
人
に
ハ
ー
デ
ィ
ー
が
そ
れ
を
受
け
取
ら
な
い
で
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
を
書
簡
で
伝
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
何
故
で
し
ょ

う
か
。
彼
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
、
日
本
政
府
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
義
務
か
ら
自
由
で
あ
り
た
い
と
い
う
希
望
、
あ
く
ま
で
も
、
一
個
の
自
由
な

日
本
の
市
民
と
し
て
、
よ
り
高
い
次
元
の
存
在
（
神
）
で
あ
る
「
大
い
な
る
力
」
に
奉
仕
す
る
道
を
選
択
し
た
か
っ
た
か
ら
な
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
自

由
な
信
仰
と
自
治
・
自
立
が
、
生
涯
を
通
じ
て
変
わ
ら
ぬ
新
島
の
道
徳
規
範
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
ま
す
。

日
本
を
刷
新
し
、
改
革
す
る
に
は
何
を
な
す
べ
き
な
の
か
。
新
島
は
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
中
、
ず
っ
と
こ
の
問
題
を
考
え
続
け
て
お
り
ま
し
た
。
彼
は
ア
メ

リ
カ
発
展
の
真
の
原
因
は
、
高
尚
な
国
民
精
神
に
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
国
民
精
神
の
向
上
は
、
国
民
全
般
に
い
き
わ
た
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
主
義
思
想
の
注
入

に
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
熱
烈
な
愛
国
者
で
あ
っ
た
新
島
は
、
熱
烈
な
キ
リ
ス
ト
者
に
な
り
、
代
表
的
な
武
士
道
的
キ
リ
ス
ト
者
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
彼
は
普
通
の
宣
教
師
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
同
様
に
、
単
な
る
教
師
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
の
信
念
は
、
武
士
道
が
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
多
く
の
弟
子
た
ち
が
言
う
よ
う
に
、
愛
国
心
を
縦
糸
に
、
キ
リ
ス
ト
教
を
横
糸
に
し
て
織
ら
れ
て
出
来
上
が
っ
た
教
義
で
あ
る
と
い

え
ま
し
ょ
う
。
新
島
は
そ
の
「
覚
え
書
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
日
本
人
は
一
般
に
英
雄
崇
拝
で
あ
り
、
独
立
の
観
念
が
乏
し
い
国
民
で
あ
る
と
い
え
る
。
国
民
は
自
活
の
道
を
考
え
る
が
、
彼
ら
が
崇
拝
す
る
個
々
の

英
雄
よ
り
も
も
っ
と
高
い
次
元
の
英
雄
は
眼
中
に
な
い
。
し
か
し
、
日
本
人
の
求
め
る
英
雄
と
い
う
の
は
、
自
ら
の
利
己
的
な
目
的
を
超
え
た
何
者
か
に
対

「武士道的キリスト者」新島襄

53



し
て
、
懸
命
に
努
力
を
捧
げ
る
対
象
の
英
雄
で
は
な
い
。
も
し
彼
ら
の
精
神
が
高
め
ら
れ
て
、
よ
り
高
次
の
英
雄H

ero
ofH

eroes

に
関
心
が
向
け
ら
れ
る

と
す
れ
ば
、
国
民
は
よ
り
高
い
水
準
の
生
活
を
享
受
で
き
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
こ
こ
で
い
う
英
雄
と
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
孔
子
よ
り
も
優
れ
た
存
在

を
意
味
す
る
。
彼
は
貧
者
の
味
方
で
あ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
到
底
、
そ
の
英
雄
に
比
べ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
彼
は
人
民
の
た
め
に

自
ら
の
血
を
流
す
人
で
あ
り
、
彼
の
た
め
に
、
人
民
が
血
を
流
す
こ
と
を
求
め
る
人
で
は
な
い
。
も
し
、
わ
が
国
民
が
、
英
雄
崇
拝
者
に
な
る
こ
と
を
希
望

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
、
彼
ら
が
よ
り
高
次
の
英
雄
を
崇
拝
し
て
欲
し
い
と
思
う
。
国
民
が
こ
の
よ
う
な
真
の
英
雄
に
対
し
て
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
る

日
は
、
い
っ
た
い
何
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
そ
う
し
た
日
の
く
る
こ
と
を
切
望
す
る
」。

こ
こ
に
展
開
さ
れ
て
い
る
主
張
は
、
彼
が
考
え
る
日
本
人
の
英
雄
観
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
疑
い
な
く
、
彼
に
と
っ
て
、
英
雄
と
は
キ
リ
ス
ト
の
生
命

に
表
出
さ
れ
る
神
の
力
を
意
味
し
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
彼
は
死
の
前
日
、
弟
子
に
次
の
よ
う
な
遺
言
を
語
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
同
志
社
の
実
施
す
べ
き
事
業
は
、
次
の
三
つ
の
不
可
分
の
目
標
か
ら
な
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
い
た
人
民
の
道
徳

教
育
、
文
学
、
政
治
の
興
隆
、
そ
し
て
自
然
科
学
の
進
展
。

同
志
社
教
育
の
目
的
は
、
神
学
、
政
治
、
文
学
、
科
学
等
諸
学
問
の
教
育
に
あ
た
る
こ
と
。
し
か
も
、
そ
の
い
ず
れ
の
営
為
に
お
い
て
も
、
祖
国
に

対
し
て
奉
仕
す
る
精
神
的
活
力
と
積
極
的
な
行
動
力
を
も
っ
た
人
物
、
そ
し
て
真
実
の
自
由
を
愛
す
る
人
物
の
養
成
に
向
け
て
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
傾

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
志
社
の
社
員
は
学
生
生
徒
を
鄭
重
か
つ
親
切
に
取
り
扱
う
こ
と
。

自
由
で
独
立
心
の
旺
盛
な
学
生
（

不
羈
な
る
書
生
）
に
対
し
て
そ
の
行
動
を
い
た
ず
ら
に
抑
制
し
て
は
な
ら
な
い
。
彼
ら
の
本
性
を
十
分
に
尊

重
し
順
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
志
社
は
隆
盛
に
な
る
に
従
い
機
械
的
に
な
る
怖
れ
が
あ
る
。
十
分
に
戒
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
諸
君
は
、
新
島
の
思
想
の
主
要
な
特
徴
が
、「
遺
言
」
の
第
二
段
落
に
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
お
分
か
り
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
彼
は
人
材
の

五� 四�
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育
成
に
あ
た
っ
て
、
何
に
対
し
て
有
益
な
働
き
を
な
す
べ
き
か
と
い
う
点
を
特
に
強
調
し
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
人
は
、
彼
が
生
を
享
け
た
祖
国
に
対

し
て
貢
献
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
新
島
は
死
の
直
前
ま
で
、
心
身
と
も
に
日
本
の
た
め
に
全
力
を
尽
す
こ
と
で
、

自
ら
の
主
張
の
正
し
さ
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
彼
は
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
の
難
し
さ
、
あ
る
い
は
、
そ
の
目
標
の
あ
る
地
点
に
辿
り
つ
く
こ
と
す
ら
困
難
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
理
解

し
て
い
ま
し
た
。
同
志
社
を
完
成
す
る
に
は
何
年
か
か
る
か
と
の
問
い
に
答
え
て
、
新
島
は
、
そ
れ
は
神
の
な
す
仕
事
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
二
百
年
は
か

か
る
で
あ
ろ
う
と
友
人
に
語
っ
て
い
ま
す
。
彼
は
ま
た
、
一
国
の
興
隆
発
展
は
、
何
世
代
も
の
あ
い
だ
、
多
数
の
人
民
が
不
断
に
努
力
を
傾
注
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
初
め
て
可
能
で
あ
る
と
他
の
友
人
に
語
っ
て
い
ま
す
。
新
島
は
、
決
し
て
彼
一
代
の
生
涯
で
、
事
業
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
彼
自
身
は
目
標
の
達
成
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
傾
け
、
す
べ
て
の
方
策
を
使
い
果
た
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
つ
い

に
生
命
ま
で
縮
め
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

新
島
の
最
も
著
名
な
弟
子
の
一
人
に
、
国
民
新
聞
社
の
経
営
者
で
主
筆
で
も
あ
る
徳
富
猪
一
郎
が
い
ま
す
が
、
先
日
、
私
の
求
め
に
応
じ
て
、
新
島
に
関

す
る
多
数
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
徳
富
は
新
島
の
下
で
、
数
年
間
、
学
問
し
た
こ
と
の
あ
る
人
物
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
徳
富
が
書
簡
で
、

新
島
の
基
本
的
な
教
育
目
標
と
い
う
の
は
、
武
士
道
の
精
神
的
鍛
錬
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
を
適
応
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
い
、
新
島

は
、
い
わ
ば
、
洗
礼
を
受
け
た
吉
田
松
陰
で
あ
る
、
と
今
な
お
信
じ
て
い
る
と
述
べ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
吉
田
松
陰
と
は
何
者
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
ペ
リ
ー
提
督
の
『
日
本
遠
征
記
』
を
読
ん
だ
人
は
気
づ
か
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
こ
に
次
の
よ
う
な

一
節
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
一
八
五
四
年
四
月
二
十
五
日
、
午
前
二
時
こ
ろ
、
二
人
の
若
い
日
本
人
紳
士
が
下
田
港
に
停
泊
し
て
い
る
提
督
の
旗
艦
に

や
っ
て
き
て
、
ア
メ
リ
カ
ま
で
乗
船
さ
せ
て
欲
し
い
と
頼
み
こ
ん
だ
の
で
す
。
し
か
し
、
提
督
は
日
本
政
府
の
許
可
が
得
ら
れ
る
ま
で
そ
の
要
求
に
応
ず
る

こ
と
が
出
来
な
い
、
と
い
っ
て
拒
否
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
人
の
う
ち
の
一
人
は
、
公
式
記
録
で
は
、K

w
ansuchi

M
anji

（
マ
ヽ
）
と
い
う
偽

名
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
人
物
こ
そ
誰
あ
ろ
う
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
吉
田
松
陰
そ
の
人
な
の
で
あ
り
ま
し
た
。
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吉
田
松
陰
は
、
日
本
の
近
世
史
上
、
特
筆
に
価
す
る
人
物
で
あ
り
ま
す
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
渡
航
し
て
、
西
洋
の
生
活
や
社
会
秩
序
を
学
ぼ
う
と

し
た
が
た
め
に
捕
え
ら
れ
て
、
主
君
の
長
州
藩
主
に
よ
っ
て
監
禁
さ
れ
ま
し
た
。
松
陰
が
学
校
を
つ
く
り
、
彼
の
愛
国
的
思
想
の
多
数
の
信
奉
者
を
養
成
し

た
の
は
、
こ
の
藩
主
の
監
視
下
に
置
か
れ
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
信
奉
者
の
中
に
は
、
現
在
、
伊
藤
博
文
を
含
め
て
、
官
界
や
軍
部
で
活
躍
す

る
多
く
の
有
力
な
人
材
が
い
ま
す
。
伊
藤
は
そ
の
な
か
で
も
、
最
も
重
要
な
政
治
家
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
彼
は
大
日
本
帝
国
憲
法
の
立
案
者
と
し
て
、
西

洋
諸
国
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
人
物
で
す
。
松
陰
の
偉
業
の
最
大
の
特
徴
は
、
彼
が
幽
閉
さ
れ
て
い
る
二
ヶ
年
と
い
う
短
い
期
間
に
、
こ
の
よ
う
に
、
多
く

の
愛
国
主
義
的
改
宗
者
を
生
み
出
し
た
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
吉
田
松
陰
は
徳
川
幕
府
の
政
治
に
抵
抗
し
続
け
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
天
皇
の
政
権
回
復
を
め
ざ
し
て
熱
心
に
運
動
し
、
何
度
も
反
幕

的
政
治
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
、
彼
は
三
十
歳
で
憂
国
の
志
士
と
し
て
そ
の
死
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
松
陰
は
強
力

な
意
志
と
個
性
の
持
主
で
あ
り
ま
し
た
。
彼
は
生
き
て
自
ら
愛
国
的
目
標
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
弟
子
た
ち
が
立
派
に
そ
の
遺
志

を
引
き
継
い
で
幕
政
改
革
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
新
島
の
弟
子
た
ち
が
、
洗
礼
を
受
け
て
い
る
か
否
か
と
い
う
点
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
彼
ら
の

愛
す
る
恩
師
と
の
比
較
を
試
み
た
吉
田
松
陰
の
姿
な
の
で
す
。
そ
れ
は
日
本
人
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
決
し
て
さ
さ
や
か
な
賛
辞
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
新
島
と
緊
密
な
間
柄
に
あ
っ
た
友
人
や
弟
子
た
ち
の
見
解
に
従
っ
て
、
そ
の
生
涯
と
人
物
を
考
え
ま
す
と
、
彼
は
信
条
に
お
い
て
キ
リ
ス

ト
者
、
理
想
と
し
て
抱
く
の
は
愛
国
心
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
ど
う
や
ら
疑
う
余
地
が
な
さ
そ
う
で
す
。
彼
が
亡
く
な
る
や
、
公
私
両
面
で
新
島
を
知
る
人

た
ち
、
そ
の
な
か
に
は
、
か
っ
て
新
島
の
事
業
に
激
し
く
反
対
を
唱
え
た
仏
教
界
の
僧
侶
も
い
ま
し
た
が
、
彼
ら
す
べ
て
の
人
々
が
心
か
ら
哀
悼
と
尊
敬
の

意
を
表
し
た
の
は
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

お
わ
り
に
、
も
う
一
点
付
け
加
え
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
新
島
は
事
業
を
展
開
す
る
う
え
で
、
多
く
の
反
対
や
妨
害
に
出
会
い
ま
し
た
が
、
自
ら
慰
め

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
大
学
設
立
運
動
を
進
め
て
い
た
彼
は
、
同
志
社
を
大
学
と
し
て
か
な
り
の
水
準
に
ま
で
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で

な
く
、
亡
く
な
る
前
年
の
一
八
八
九
年
に
は
、
帝
国
憲
法
の
発
布
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
憲
法
に
よ
っ
て
、
公
共
の
秩
序
と
安
全
、
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臣
民
と
し
て
の
義
務
に
反
し
な
い
限
り
、
日
本
国
民
は
信
教
の
自
由
を
正
式
に
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
彼
自
身
は
信
教
の
自
由
の
保

障
を
生
き
て
十
分
に
享
受
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
新
島
に
同
情
的
な
人
は
誰
で
も
、
こ
の
権
利
の
実
現
に
関
し
て
、
明
治
天
皇
の
叡
智
が
う
ま

く
働
い
た
こ
と
を
、
彼
の
た
め
に
祝
福
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
、
敢
え
て
こ
こ
で
言
明
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
彼
ら
は
憲
法

上
の
保
障
が
、
着
手
し
て
ま
だ
十
分
に
開
花
し
な
い
う
ち
に
、
生
涯
を
終
え
て
し
ま
っ
た
、
新
島
の
神
聖
な
事
業
の
継
続
を
奨
励
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

数
日
前
、
私
が
今
こ
の
国
を
旅
行
し
て
い
る
同
胞
の
一
人
か
ら
聞
い
た
話
に
、
興
味
を
も
た
れ
る
方
が
こ
こ
に
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
人
が
い
う
に
は
、
日
本
の
上
流
階
級
に
多
数
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
日
本
人
の
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
あ
い
だ
で
、
最
も
影
響
力
の

あ
る
教
派
は
組
合
教
会
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
新
島
の
多
く
の
弟
子
が
有
力
な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
、
新
島
の
努
力
の
成
果
を
強

調
し
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
た
武
士
道
が
、
や
が
て
日
本
帝
国
の
各
地
で
大
き
く
枝
を
は
り
、
明
治
天
皇
の
各
界
の
忠
実
な
臣
民
の
あ
い
だ
に
広

く
浸
透
す
る
日
が
や
っ
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
で
し
ょ
う
（
終
り
）。

「武士道的キリスト者」新島襄
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